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［主な参考文献］

・キャプテンパイル工法　設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

・キャプテンパイル工法　設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

・技術部会ＷＧ報告書（2007年～2018年）

※参考文献はキャプテンパイル協会ホームページで公開されている資料を除き非公開となっております。

　お問い合わせ頂いた場合も公開いたしかねます。

　（協会員は「会員専用」にて閲覧することができます。）

※参考文献は、本設計Ｑ＆Ａ作成時の年版としております。

［注意事項］

・本設計Ｑ＆Ａは、キャプテンパイル工法・評定条件等に照らし作成しておりますが、回答の妥当

　性は、各設計者によって適切に判断してください。

2019年11月

キャプテンパイル協会

2019年度普及促進ＷＧ

目的として、協会発足当時に作成された「よくある質問」（キャプテンパイル協会ホームページに

設計Ｑ＆Ａ作成にあたり

　キャプテンパイル協会は2006年の設立から十数年が経過し、その間建築基準法改正による設計基

準の見直しがあり、同時に本協会における様々なワーキング活動を通じて蓄積された知見や設計手

法が協会員の御尽力により築き上げられております。

　2019年度普及促進ワーキングは予てから協会員より要望のあった設計Ｑ＆Ａの作成を主たる活動

い。

掲載）、過去に技術部会で取り組まれたワーキング成果、会員各社に向けて実施したアンケートを

集約し、新たに「設計Ｑ＆Ａ」として取り纏めました。

　本設計Ｑ＆Ａは、はじめてキャプテンパイル工法の設計に取り組む協会各社の構造設計者は元よ

り、キャプテンパイル工法に携わる方への参考資料として本工法を採用する際の一助となり、普及

促進に繋がることを期待しております。

　本設計Ｑ＆Ａの作成にあたっては下記の資料を参考に作成しておりますので、併せてご確認下さ



2022年11月

キャプテンパイル協会

2022年度普及促進ＷＧ

　　１.記載内容の不備、わかり難い表現等の改善。

設計Ｑ＆Ａ改訂第２版発行にあたり

　2019年度普及促進ＷＧにおいて設計Ｑ＆Ａ（第１版）を作成してから３年が経過し、記載内容の

改善や新たなＱ＆Ａの策定、使い勝手の向上を望む意見が寄せられておりました。

　2022年度普及促進ＷＧでは、主に以下の項目について改訂を行っております。

　　２.新たに整備された解決方法を新規Ｑ＆Ａとして策定。

　　３.ＰＤＦデータ内にしおり、リンク機能を追加。

　※改訂、新規策定項目は、「設計Ｑ＆Ａ 更新履歴」を参照して下さい。



2025年9月

キャプテンパイル協会

2024年度普及促進ＷＧ

設計Ｑ＆Ａ改訂第３版発行にあたり

　2024年度普及促進ＷＧにおいて「設計Ｑ＆Ａ」の外部公開が検討されました。

　本ＷＧでは、外部公開に伴う記載内容の修正および誤記訂正を行っております。

　※改訂項目は、「設計Ｑ＆Ａ 更新履歴」を参照して下さい。



  １．工法概要

１－１ キャプテンパイル工法とは
キャプテンパイル工法とはどのような工法ですか。
なぜキャプテンパイル工法という名称なのですか。

１－２ 長所と短所
従来の杭頭固定工法との違いは何ですか。また、長所と短所を教えてください。
耐震性が高いとは具体的にどのように高いのですか。
東海・東南海地震クラスの大地震があっても資産価値を維持できますか。
なぜコストダウンが可能になるのですか。
従来の杭頭固定工法と比べてどの程度安くなりますか。
キャプテンパイル工法を採用してコストを下げるために注力すべき点は何ですか。
場所打ち鋼管コンクリート杭にキャプテンパイル工法を採用した場合の効果や留意点はどのよ
うなものですか。
キャプテンパイル工法が不利になるのはどのような場合ですか。
キャプテンパイル工法の一般的なメリット以外で、設計上有効な場面はありますか。
従来の杭頭固定工法と比べ工期に差はありますか。
設計が現場に対してキャプテンパイル工法をアピールできる要素は何ですか。

１－３ 適用範囲
評定範囲・適用範囲を教えてください。
超高層建物にも適用できますか。
キャプテンパイル工法と他の工法を併用することは可能ですか。

１－４ 取り扱い
協会以外の会社が使用する際の条件や杭施工業者の指定はありますか。
本工法は特許工法ですか。特許について教えて下さい。
図面に掲載する工法基準図等のデータはありますか。
キャプテンパイル工法に関する問い合わせ先を教えて下さい。
確認申請・評定物件で特別な対応が必要になりますか。
また、ＶＥ提案にも使えますか。

１－５ ＰＣリングについて
ＰＣリングとは何ですか。
ＰＣリングの耐力はどのように決まっているのですか。
ＰＣリングの製作について、コストダウンを目的としてＰＣリング製作メーカーを追加するこ
とはできませんか。
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  ２．設計概要

２－１ 設計一般
設計の初期段階で採用の可能性を判断するにはどうすれば良いですか。
また、どのような建物（規模、地盤、杭長）でコストメリットがありますか。
キャプテンパイル工法はどのような建物・地盤条件に採用されることが多いですか。
また、従来の杭頭固定工法と比較して、設計上不利になる事はありますか。
引抜きがある場合の建物でもメリットが出ますか。
従来の杭頭固定工法と比べて設計に手間がかかったり、煩雑になったりしませんか。
特別な難しい計算が必要ですか。
従来の杭頭固定工法の設計方法との違いは何ですか。
キャプテンパイル工法の設計手順を教えて下さい。
仮定断面（杭径）を決める場合、どのようにすれば合理的ですか。
杭頭接合部の標準断面を教えてください。
キャプテンパイル工法のコストを抑えるには、どのような断面設計が良いですか。
キャプテンパイル工法を採用する場合、常に二次設計まで検討する必要はありますか。
また、一次設計のみの場合、従来の杭頭固定工法よりも高価になりませんか。
キャプテンパイル工法でメリットを見出すためには、どのような方向性で検討を進めれば良い
ですか。
キャプテンパイル工法は、負担せん断力が軸力にも依存するため数値合わせに手間が掛かりま
す。簡単な検討方法はありませんか。
曲げモーメントやせん断力はどのように伝達されるのですか。
杭頭接合部の許容曲げモーメントがコンクリートで決まっている場合、杭体のコンクリート強
度を上げても許容曲げモーメントが増加しないのはなぜですか。
絞り部の発泡ポリエチレン（上面緩衝材）の軸力負担はどの程度ですか。
杭頭絞り部について、径を絞ることにより、杭体の許容軸力を低減する必要がないのはなぜで
すか。
杭頭を半固定とすることで上部構造にどのような影響がありますか。
従来の杭頭固定工法と比較して、工事監理ではどのような違いがありますか。
地盤変位の影響を考慮する設計が確認申請において義務化されたときにメリットはありますか。
建物慣性力による応力と地盤の応答変位による応力はどのように重ね合わせれば良いですか。
免震建物で採用した場合、上部構造の応答は変わりますか。
また、設計上、杭の固定度の影響を考慮する必要はありますか。
キャプテンパイル工法を場所打ち鋼管コンクリート杭に採用する場合、鋼管天端レベルはどの
ようになりますか。

２－２ 固定度について
杭頭の固定度について教えて下さい。
キャプテンパイル工法において杭頭固定度を低減するメカニズムはどのようなものですか。
杭頭固定度はどの程度になるのですか。あるいは、どの程度の固定度とするのが合理的ですか。
杭頭固定度は、できる限り小さくした方が有利な設計となるのですか。
また、杭頭固定度を0.3程度まで低くしても問題ありませんか。
杭頭絞り係数はどのように設計しますか。
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絞りの有無による杭頭固定度の違いはどの程度ですか。
杭頭絞り係数と引張定着筋の設定方法に目安はありますか。
杭頭固定度を調整する方法はありますか。

２－３ 引張定着筋について
引張定着筋はどのように設計しますか。
また、引抜き力が大きい場合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。
引張定着筋の仕様を教えてください。
どの程度の引抜き力に対応できますか。
塔状建物など引抜き力の大きい場合も適用可能ですか。
引張定着筋と基礎梁主筋の干渉を減らす方法としてはどのような方法がありますか。
引抜き耐力を確保しながら杭頭固定度を下げるには、どのような方法がありますか。
キャプテンパイル工法では、引張定着筋を必ず配置しなければならないのですか。
引抜き力が生じた場合はどのような納まりになりますか。
引張定着筋を配置する場合はどのような納まりになりますか。
引張定着筋はどの様な平面配置になりますか。

２－４ 地盤について
キャプテンパイル工法は、液状化するような地盤でも適用することは可能ですか。
また、採用のメリットはありますか。
杭頭部の地盤条件が悪い場合でも適用可能ですか。
また、採用のメリットはありますか。

２－５ 変形について
杭頭半固定工法では杭頭変位が大きくなると考えられますが、一次設計時の杭頭変位量はどの
程度を目安にしたら良いですか。
また、杭頭変位・杭頭回転角の制限値はありますか。
従来の杭頭固定工法と比較して、キャプテンパイル工法ではどの程度杭頭変位量は大きくなり
ますか。
キャプテンパイル工法において、軟弱地盤における杭頭変位を抑える方法として、杭剛性を高
める以外にどのような方法がありますか。
また、軟弱地盤で杭頭変位・杭頭曲げモーメントが大きな場合の対処方法にはどのような方法
がありますか。

２－６ パイルキャップについて
パイルキャップの寸法は、従来の杭頭固定工法の場合と同じで問題ありませんか。
また、杭の最小間隔が規定されていますが、ＰＣリングを杭とみなす必要はありますか。
２本打ち、３本打ち杭は可能ですか。
また、その場合の杭芯間隔やパイルキャップの設計は従来の杭頭固定工法と同様ですか。
ＰＣリングの側面緩衝材より外側の部分にコンクリートを打設しても良いですか。
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２－７ 基礎梁について
ＥＶや階段下のように片方向に地中梁が無い場合も採用可能ですか。
また、正負各方向毎に基礎梁の検討が必要ですか。

杭頭が半固定になることで、基礎梁への曲げ戻しも低減されると考えられますが、その効果は
どの程度ですか。

２－８ 杭頭部応力について
杭頭部のせん断補強の考え方（１Ｄ、４Ｄ）について教えてください。
また、杭頭部にウルボン筋を必ず使用しなければならないのですか。
設計・施工マニュアルにおける、杭頭１Ｄのせん断補強筋（ウルボン）の規定は、どのような
根拠によるものですか。
また、その規定を外れてキャプテンパイル工法を使用する事はできますか。
ウルボンスパイラル筋の納期を教えてください。

２－９ 設計プログラムについて
設計ソフトは誰でも利用できますか、販売されていますか。
検討を行ったことがないのですが、検討は専用のソフトもしくはエクセル等でできますか。
プログラムでは杭水平変位による水平地盤反力係数khの非線形性の考慮を行っていますか。
キャプテンパイル工法設計プログラムで得た杭頭曲げモーメントを一貫計算に転送できません
か。
場所打ち鋼管コンクリート杭に適用できる設計プログラムはありますか。

  ３．質疑事項への対応事例

３－１ 審査機関及びディベロッパーからの質疑事項への対応事例
キャプテンパイル工法の適用範囲について、審査機関、ディベロッパーへ回答する際に参考と
なる資料はありますか。
45度方向加力に対して出隅・入隅柱および杭の安全性について、審査機関、ディベロッパーに
回答した事例はありますか。
使用しているコンクリート強度と鉄筋（SD490・SBPD1275/1420）の適用制限、及びSD490
鉄筋の定着について説明してください。
杭頭変位が大きい場合、P-δ効果を考慮する必要はありませんか。
シース取り付け用フラットバーの取り付けピッチに規定値を設けていますか。
杭頭接合部径の絞り係数の適用範囲を示してください。
杭頭変位の許容範囲はありますか。
また、変位によるkhの非線形性の考慮をプログラム内で行っていますか。
杭頭曲げモーメント低減率0.85の根拠を示してください。
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2025.09 更新

No. 更新年月 Q&A No. 備考

1 2022.11 Q1-1-02 第２版 改訂

2 2022.11 Q2-1-01 第２版 改訂

3 2022.11 Q2-1-12 第２版 改訂

4 2022.11 Q2-3-08 第２版 策定

5 2022.11 Q2-6-03 第２版 策定

6 2025.09 Q1-4-01 第３版 改訂

7 2025.09 Q1-4-04 第３版 訂正

設計Q&A 更新履歴



2019.11 策定

【キーワード】

 キャプテンパイル工法

 ・キャプテンパイル工法とは、コンクリート製のリング（ＰＣリングと呼ぶ）を杭頭に被せ､

  杭と基礎とを接合する場所打ち杭用杭頭半固定工法です。

  ＰＣリングを介して地震時に生じる上部構造のせん断力を杭に伝達させます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 まえがき、1.1 キャプテンパイル工法

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-1-02 なぜキャプテンパイル工法という名称なのですか。

Q 1-1-01

 キャプテンパイル工法とはどのような工法ですか。

  〇杭頭半固定工法は、杭頭と基礎との接合部で、曲げに対する回転拘束だけ緩める工法です。
  〇杭頭に集中する地震時の応力を緩和できるため、杭材の損傷が低減できます。
  〇杭天端緩衝材（絞り部）や引張定着筋の有無により、杭頭固定度を設計者が調整できます。
  〇杭や基礎梁等のコスト低減が図れます。
  〇引張定着筋を配置することにより杭に生じる引抜き力にも対応できます。

設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋

杭曲げモーメント分布及びキャプテンパイル工法概念図
パンフレットより抜粋



2022.11 改訂

【キーワード】

 キャプテンパイル工法

 ・キャプテンパイル工法（Ｃａｐ Ｔｅｎ Ｐｉｌｅ 工法）、略称はＣＴＰ工法です。

 ・『ＣＡＰＴＥＮ』、つまり「ＣＡＰ」＋「ＴＥＮＳＩＯＮ」で、引張対応型のテンション

  と１０社共同開発のテンを兼ねています。

  ＣＡＰはＰＣリングをイメージしております。

 ・ゼネコン９社と、高強度せん断補強筋メーカー１社の計１０社が共同開発した工法で、

  2005年12月に（一財）日本建築センターの一般評定を取得しました。

  （ＢＣＪ評定－FD0230-01）

  ５年ごとに評定更新を行っております。最新の評定番号は別途確認して下さい。

 ・既製杭用の杭頭半固定工法として、

  キャプリングパイル工法（Ｃａｐｒｉｎｇ Ｐｉｌｅ 工法）、略称ＣＰ工法もあります。

  

  

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 まえがき

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

Q 1-1-02

 なぜキャプテンパイル工法という名称なのですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定工法・長所・短所

 ・従来の杭頭固定工法は杭主筋をパイルキャップや基礎梁に定着しますので、柱・梁接合部

  と同様に剛接続とする構造です。

  一方、キャプテンパイル工法は杭頭半固定工法であり、杭頭の回転拘束を緩和することで

  地震時の杭頭曲げモーメントが低減され、損傷の軽減（構造性能の確保）を可能とします｡

  したがって、

  長所としては、杭頭部・基礎梁の損傷が少なくなると共に杭や基礎梁の断面を小さく抑え

  ることができ、施工性や経済性が有利になることです。

  また、従来の杭頭固定工法では避けられなかった杭主筋の斫り出し作業が軽減され、杭頭

  レベルを揃える程度の斫り作業で済むことに加え、杭頭部（引張定着筋）と基礎梁配筋の

  干渉が緩和され、施工性の向上を図ることができます。

  短所としては、それほど大きなものは無いと考えられますが、地盤や建物の条件によって

  は、杭頭部よりも地中部の配筋量が増える場合があること、建物の地震時水平変位が増え

  ること、などが挙げられます。

［参考文献、WG活動］

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

Q 1-2-01

 従来の杭頭固定工法との違いは何ですか。また、長所と短所を教えてください。



2019.11 策定

【キーワード】

 耐震性

 ・キャプテンパイル工法は、杭頭を半固定にすることで、杭頭部に集中する曲げモーメント

  を低減し、杭頭部の損傷を軽減することが可能です。

  同一変形時の構造性能実験において、従来の杭頭固定工法は、杭体に多くのひび割れが認

  められる一方で、本工法は殆ど発生しないことが確認されております。

  また、中小地震時には、杭頭接合部の回転剛性が剛接合に近いため、従来の杭頭固定工法

  と比べて著しく杭頭変位が増大する訳ではなく、大地震時には、杭頭とパイルキャップの

  一部が離れ、杭頭が回転することで杭体の損傷を軽減することが可能です。

  杭体損傷が少ないことから、大地震後も建物の支持能力を維持しますので、余震に対して

  も安心です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 まえがき

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-2-03 東海・東南海地震クラスの大地震があっても資産価値を維持できま

             すか。

Q 1-2-02

 耐震性が高いとは具体的にどのように高いのですか。

パンフレットより抜粋
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【キーワード】

 耐震性

 ・本工法は、大規模な地震に対して、杭体の損傷を軽減することが可能です。

  一方で、杭体に作用する引抜力に対しては引張定着筋が抵抗するため、転倒を抑止するこ

  とが可能です。

  また、大規模地震を想定した繰返しの曲げ性能試験を実施しており、大きな余震への備え

  として期待できます。

  これらの点から、資産価値の低下を抑制できます。

［参考文献、WG活動］

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

Q 1-2-03

 東海・東南海地震クラスの大地震があっても資産価値を維持できますか。

パンフレットより抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定工法・コストダウン

 ・杭頭接合部を半固定化することにより、地震時の杭頭部応力を低減できます。

  これにより杭径や基礎梁断面が小さくなりコストダウンが可能となります。

 ・従来の杭頭固定工法と比べた場合の低減率は、

  杭工事・基礎土工事・基礎躯体工事の合計に対して10%〜15%程度です。

  内訳は、杭工事関連で２／３、基礎土工事・基礎躯体関連で１／３程度です。

  地盤条件や建物規模などにより一概には言えませんし、ＰＣリング等増える部分もありま

  すが、杭や基礎梁断面を小さくできるため、全体的にコストダウンが見込める事が多いで

  す｡

 ・過去のＷＧの中で、コスト比較をした結果を参考に記載します。

  〇2008年度普及促進ＷＧでは、

  〇2012年度ＣＴＰ工法のフーチング・基礎梁コスト低減効果確認ＷＧでは、

  〇2013年度ＴＢ杭のＣＴＰ工法適用化ＷＧでは、

［参考文献、WG活動］

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

・2008年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2012年度 キャプテンパイル工法のフーチング・基礎梁コスト低減効果確認ワーキング

・2013年度 キャプテンパイル工法 ＴＢ杭のＣＴＰ工法適用化ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-2-05 キャプテンパイル工法を採用してコストを下げるために注力すべき

             点は何ですか。

Q 1-2-04

 なぜコストダウンが可能になるのですか。
 従来の杭頭固定工法と比べてどの程度安くなりますか。

   ＲＣ造１２階建て共同住宅の元設計場所打ち鋼管コンクリート杭に対して、キャプテン
   パイル工法で検討した結果、杭工事費で10%以上のコストダウンを確認した結果となっ
   ています。 [補足]杭工事費＝杭体＋ＰＣリング

   場所打ち鋼管コンクリート杭において、従来の杭頭固定工法とキャプテンパイル工法を
   比較した場合、杭コストが同等としても、杭と基礎部の合計コストで考えると、3〜4%
   程度の低減効果があるとの結果になっています。
   [補足]杭と基礎部の合計コスト＝杭体＋ＰＣリング＋パイルキャップ＋基礎梁＋掘削土

   １５階建ての仮想建物において、キャプテンパイル工法を採用した場合の基礎部工事費
   の低減効果は、場所打ち鋼管コンクリート杭に対しては約13%、場所打ちコンクリート
   杭に対しては約33%との結果があります。
   [補足]基礎部工事費＝パイルキャップ＋基礎梁＋掘削土



2019.11 策定

【キーワード】

 コストダウン・コストメリット・杭頭固定度・杭頭曲げモーメント・地中部曲げモーメント

 ・従来の杭頭固定工法と比較してキャプテンパイル工法を用いる場合、杭頭曲げモーメント

  と地中部曲げモーメントをバランスよく分布させ、杭頭曲げモーメントを低減することが

  できます。また、基礎梁設計用応力が小さくなり、基礎梁せいを小さくできることで掘削

  土量の縮減が図れます。

  ただし、基礎梁せいを小さくすることにより、基礎部分の剛性が減少し、基礎梁にて杭頭

  曲げモーメントを全て処理するという仮定条件が成立しなくなる可能性があるため、設計

  上注意が必要となります。

 ・コンクリート＋掘削の施工費が杭工事の約70%を占めるため、杭径をできるだけ細くする

  ことがコストを下げる一番の方法となります。

 ・杭体同士のコスト比較をすると、キャプテンパイル工法も従来の杭頭固定工法もあまり変

  わらない場合もあります。

  曲げ戻し低減による基礎梁せいの低減を踏まえ、掘削土量および山留め深さの低減までを

  コスト比較に含めてください。

 ・本工法を採用することで、場所打ち鋼管コンクリート杭（杭頭固定工法）の鋼管を不要と

  した設計事例もあるため、ＶＥ提案の１つとしてご検討ください。

［参考文献、WG活動］

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2012年度 キャプテンパイル工法のフーチング・基礎梁コスト低減効果確認ワーキング

・2018年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング アンケート

Q 1-2-05

 キャプテンパイル工法を採用してコストを下げるために注力すべき点は何ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 場所打ち鋼管コンクリート杭・コストダウン・施工性・設計留意点

 ・コスト低減効果

  2013年に行われた ”ＴＢ杭のＣＴＰ工法適用化ワーキング ”の試算では、場所打ち鋼管コ

  ンクリート杭（杭頭固定工法）と比較して、杭と基礎部の合計コストで3〜4%程度、杭頭

  曲げモーメントは25%〜35%の低減効果がある結果となっています。

 ・施工性への効果

  場所打ち鋼管コンクリート杭の場合、場所打ちコンクリート杭に比べ杭径が小さく、杭の

  曲げ耐力が大きいことから、杭頭補強筋の本数が多くなり、一般的に基礎梁主筋との納ま

  りが厳しくなるとされています。

  キャプテンパイル工法を採用することにより、杭頭引張補強筋に代わる引張定着筋の本数

  が縮減され、基礎梁主筋との干渉が緩和されます。

 ・設計上の留意点

  1）キャプテンパイル工法設計・施工マニュアルでは、「杭上部１Ｄはウルボン筋を用い、

    せん断補強筋比は0.15%かつ設計せん断力に必要なせん断補強筋比以上とし、配筋間

    隔は@100以下とする。」と記載されていますが、これは、場所打ちコンクリート杭へ

    の適用を前提とした規定です。ウルボン筋によるせん断補強について、評定上、規定は

    ありません。

  2）場所打ち鋼管コンクリート杭の場合、杭径を小さく抑えられますが、それにより杭頭接

    合部の設計が厳しくなる場合があります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.12 場所打ち鋼管コンクリート杭への適用

・2013年度 キャプテンパイル工法 ＴＢ杭のＣＴＰ工法適用化ワーキング

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

・2017年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-8-01 杭頭部のせん断補強の考え方（1D､4D）について教えてください。

             また、杭頭部にウルボン筋を必ず使用しなければならないのですか。

Q 1-2-06

 場所打ち鋼管コンクリート杭にキャプテンパイル工法を採用した場合の効果や留意点はどのよ
 うなものですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 デメリット・軟弱地盤・水平変位

 ・経済性で従来の杭頭固定工法より不利となる条件として、

  キャプテンパイル工法は軟らかな地盤に適していますが、非常に軟らかな地盤では、杭頭

  水平変位がクリティカルになり、杭頭変位を抑制するために杭径を大きくする必要が生じ

  る場合があり、不利になることがあります。

  杭長については、

  比較対象が場所打ちコンクリート杭の場合は、キャプテンパイル工法の方が小さい杭径で

  設計されるため、杭長が長い方が掘削ボリュームの低減効果が大きくなり、キャプテンパ

  イル工法が有利になると考えられます。

  比較対象が場所打ち鋼管コンクリート杭の場合は、キャプテンパイル工法の方が大きな杭

  径で設計されるため、掘削ボリューム増分と鋼管金額との比較になり、杭長は短い方が鋼

  管の影響が大きくなり、キャプテンパイル工法が有利になると考えられます。

  （「2012年度 キャプテンパイル工法 ＣＴＰ工法に向いた建物の分析ワーキング」のまと

   めより、拡頭杭は除いた場合の傾向です。）

［参考文献、WG活動］

・2006年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング ＨＰ用Ｑ＆Ａ

・2012年度 キャプテンパイル工法 ＣＴＰ工法に向いた建物の分析ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-5-01 杭頭半固定工法では杭頭変位が大きくなると考えられますが、一次設

             計時の杭頭変位量はどの程度を目安にしたら良いですか。

             また、杭頭変位・杭頭回転角の制限値はありますか。

Q 1-2-07

 キャプテンパイル工法が不利になるのはどのような場合ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 有効性

 ・キャプテンパイル工法は、従来の杭頭固定工法と比較して、地震時の杭頭曲げモーメント

  を低減し、杭体の損傷も少なくでき、耐震性向上も図れるという特長があります。

 ・上記の一般的なメリット以外では、キャプテンパイル工法を用いた場合、設計者が杭頭固

  定度を調整できるため、杭の水平力分配・調整が容易に行えます。

  例えば、部分地下などで杭長が異なる場合、杭頭の固定度により各杭の水平力分担を設計

  者が設定できるので、同径の杭に統一するなどの調整が可能です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 まえがき

・2018年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング アンケート

Q 1-2-08

 キャプテンパイル工法の一般的なメリット以外で、設計上有効な場面はありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 工期

 ・従来の杭頭固定工法には無いＰＣリングの設置作業工程分が増えますが、全体の杭施工期

  間の差は殆どありません。むしろ、杭頭処理時に杭定着筋がないので杭頭の斫りが容易に

  なります。

本工法特有の作業

〇 鉄筋かご筋組立時の引張定着筋用シース取付

〇 杭頭処理後のレベル調整コンクリート打設とＰＣリング設置

〇 引張定着筋の挿入

〇 杭頭部モルタル打設と緩衝材設置

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 4.1 施工要領 P.4-2

・2018年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング アンケート

・協会HP/ダウンロード/施工写真︓http://www.cepia.biz/download/000089.html

Q 1-2-09

 従来の杭頭固定工法と比べ工期に差はありますか。

引張定着筋挿入

シース取付

杭頭部モルタル打設、緩衝材設置

ＰＣリング設置

キャプテンパイル工法施工写真（ＨＰ）より抜粋
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【キーワード】

 施工性

 ・従来の杭頭固定工法の杭頭補強筋が引張定着筋に置き換えられ、配置本数が格段に少ない

  ことが最も喜ばれます。

  設計者としては、最低4本は入れたい気持ちを抑え、引抜きが発生しない箇所は、0本で設

  計すると現場へのインパクトは強いでしょう。

 ・杭頭処理時に定着筋が無いので杭頭斫りが容易になり、鉄筋の損傷が避けられます。

 ・杭頭接合部はＰＣリングを設置するだけのシンプルな納まりなので施工性が向上します。

［参考文献、WG活動］

・2018年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング アンケート

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-2-09 従来の杭頭固定工法と比べ工期に差はありますか。

Q 1-2-10

 設計が現場に対してキャプテンパイル工法をアピールできる要素は何ですか。

パンフレットより抜粋
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【キーワード】

 適用範囲・評定範囲・免震建物・場所打ち鋼管コンクリート杭・杭径・コンクリート強度・

 PCリング

 ・本工法を採用する場合の建物についての制限は特にありません。

  1. 建物規模（階数・面積）

  2. 建物形状（整形・不整形）

  3. 構造種別（S造・RC造・SRC造等）

  これらについて何ら制限は設けておりません。免震建物でも採用されています。

 ・本工法は杭頭を半固定とするものであり、杭頭曲げモーメントが発生します。

  従って、杭頭の曲げ戻しによるモーメントを処理できる部材（基礎梁等）を配置する必要

  があります。

 ・本工法を適用する杭仕様は以下の通りとなっています。

  1. 杭種︓場所打ちコンクリート杭 または 場所打ち鋼管コンクリート杭

  2. 杭径︓800φ〜3000φ（正会員）

       800φ〜2500φ（正会員以外）

  3. 杭体のコンクリート設計基準強度︓Fc≧21N/㎟（RC規準、JASS5最新版に準ずる）

    杭頭接合部と建物を連結する基礎部コンクリートの設計基準強度︓Fc21N/㎟以上

    杭頭に用いるモルタルの圧縮強度︓36N/㎟以上、かつ

    杭体コンクリートと基礎部コンクリートの設計基準強度のうち小さい方を上回る値以上

    PCリングに用いるコンクリートの設計基準強度︓Fc36N/㎟以上

    シースグラウト材︓圧縮強度36N/㎟以上の無収縮高強度モルタル

 ・同一建物の杭頭接合工法として、本工法と従来の杭頭固定工法を併用することも可能です｡

 ・拡底杭・拡頭杭に適用可能です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 1.2 適用範囲、2.1 使用材料および材料強度

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-4-01 協会以外の会社が使用する際の条件や杭施工業者の指定はあります

             か。

Q 1-3-01

 評定範囲・適用範囲を教えてください。
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【キーワード】

 適用範囲・評定範囲・建物規模

 

 ・上部構造の制限はありませんので、超高層建物にも適用できます。

  ただし、建物の重要度が高いと考えられるので、必要に応じて、弾性支承梁理論の式では

  なく、杭・地盤・杭頭ばねをモデル化した解析モデルにて荷重増分解析を行う方法などが

  考えられます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.3 設計フロー

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-03 どの程度の引抜き力に対応できますか。

             塔状建物など引抜き力の大きい場合も適用可能ですか。

Q 1-3-02

 超高層建物にも適用できますか。

図3.3.2解析モデル

設計・施工マニュアル（3.3）より抜粋

 

杭頭回転ばね 
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杭：線材 

軸力 N せん断力 Q 



2019.11 策定

【キーワード】

 適用範囲・評定範囲・杭頭固定・拡底杭工法・場所打ち鋼管コンクリート杭

 

 ・従来の杭頭固定工法との併用が可能です。

  また、キャプテンパイル工法の設計プログラムにて併用した検討が可能です。

 ・他の杭頭半固定工法との併用はできません。

    杭頭半固定工法以外の評価工法（例︓拡底杭工法など）との併用は可能です。

 ・場所打ち鋼管コンクリート杭への適用も可能です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 1.2 適用範囲

・キャプテンパイル工法設計プログラム 解説書

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-05 場所打ち鋼管コンクリート杭に適用できる設計プログラムはありますか。

Q 1-3-03

 キャプテンパイル工法と他の工法を併用することは可能ですか。



2025.09 改訂

【キーワード】

 使用条件・第三者使用・杭径・杭施工業者

 ・第三者（本工法評定取得者以外のゼネコン）のキャプテンパイル工法使用に当たっては、

  物件ごとに使用許諾を行う等の「第三者使用規定」が適用されます。

 ・第三者がキャプテンパイル工法を使用する際には以下の条件が適用されます。

  1.使用できる本工法の杭径は８００㎜以上２５００㎜以下です。

  2.本工法の使用料は１件あたり２０万円〜３０万円です。

  3.本工法の構成部材であるＰＣリングを高周波熱錬(株)より購入する必要があります。

   サイトＰＣリングを採用する場合も、ＰＣリング構成部材は、高周波熱錬(株)より購入

   します。

 ・本工法独自部分の解析については、第三者自身が行うこととしますが、解析に当たっての

  「キャプテンパイル工法設計プログラム」の使用願いについては、「設計プログラム配布

  ・使用規定」が適用されます。

 ・設計事務所と問い合わせを受けた会員会社との設計協力による本工法の設計図書への織込

  みは自由に行えますが、「設計事務所による工法織込規定」が適用されます。

 ・「第三者使用規定」､「設計プログラム配布・使用規定」､「設計事務所による工法織込規

  定」の詳細は協会HP/会員専用/協会内規をご参照いただき、事務局へお問い合わせくださ

  い。

 ・杭施工業者の指定はありません。

［参考文献、WG活動］

・協会HP/よくある質問2)取り扱い︓http://www.cepia.biz/faq/regulation/

・協会HP/よくある質問/4)施工︓http://www.cepia.biz/faq/construction/

・協会HP/第三者使用申請︓http://www.cepia.biz/use/

・協会HP/会員専用/協会内規︓http://www.cepia.biz/member/regulation/

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-4-04  キャプテンパイル工法に関する問い合わせ先を教えて下さい。

Q 1-4-01

 協会以外の会社が使用する際の条件や杭施工業者の指定はありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 使用条件・特許

 

 ・本工法は、協会の一員である鹿島建設が単独で特許を取得しています。

  （特許番号︓特許第380443号，特許第4432597号）

 ・本工法に係る特許の実施権は、正会員が有しています。

  準会員は本工法に係る特許製品(PCリング)を購入することにより実施権を有することにな

  ります。

 ・第三者（正会員および準会員以外）の本工法使用に当たっては「第三者使用規定」が適用

  され、物件ごとに使用許諾を行う必要があります。

［参考文献、WG活動］

・協会HP/会員専用/協会内規︓http://www.cepia.biz/member/regulation/

Q 1-4-02

 本工法は特許工法ですか。特許について教えて下さい。



2019.11 策定

【キーワード】

 基準図

 

 ・PCリング標準仕様、PCリング施工精度管理、PCリング設置手順等を記載した

  キャプテンパイル工法基準図を用意しています。

 ・本工法は杭頭を半固定とするものであり、杭頭曲げモーメントが発生します。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.1 一般事項

・キャプテンパイル工法基準図 (1) 工法概要・PCリング・施工手順（2018年10月1日第4版）

・キャプテンパイル工法基準図 (2) 引張定着筋・ウルボン配筋図（円形配置、正方形配置）

 （2018年10月1日第4版）

Q 1-4-03

 図面に掲載する工法基準図等のデータはありますか。

キャプテンパイル工法基準図（2018.10.01バージョン）



2025.09 訂正

【キーワード】

 問い合わせ先・キャプテンパイル協会・PCリング・ウルボンスパイラル

 

 ・各問い合わせ先、主要資材手配連絡先は下記の通りです。

  キャプテンパイル協会事務局・購入窓口︓高周波熱錬(株)

  PCリング︓(株)富士ピー・エス

  サイトPCリング型枠（サイトＰＣリング構成部材）︓(株)タカミヤ

  ウルボンスパイラル︓高周波熱錬(株)

  スパイラルシース︓グローバルジャパン(株)、栗本鐵工所(株)、(株)秦野製作所 等

  U-グラウト︓宇部興産建材(株)

  ウレタン(PCリング下端用)︓大進商工(株)

  キャプテンパイル協会HPにて主要資材手配連絡先をご覧になれます。

   http://www.cepia.biz/member/construction/000295.html

 ・なお、工法に関するお問い合わせは、キャプテンパイル協会ＨＰからも受け付けておりま

  す。

  キャプテンパイル協会︓http://www.cepia.biz/

  お問い合わせ︓https://www.sslforms.net/ssl/cepia/mailform.html

  また、協会加盟会社所属の各社協会員にも問い合わせ可能です。

［参考文献、WG活動］

Q 1-4-04

 キャプテンパイル工法に関する問い合わせ先を教えて下さい。



2019.11 策定

【キーワード】

 確認申請・評定物件・性能評価・VE・変更申請

 

 ・（一財）日本建築センターにて一般評定を取得しております。

        工法評定を取得することにより、建築確認申請等にあたっての技術的根拠資料として活

        用できます。

 ・杭、基礎工事において、VE提案が可能です。ただし、杭や基礎梁等の主要構造部材の変更

  を伴う場合、許認可上の設計変更手続きが必要となります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-2-04 なぜコストダウンが可能になるのですか。

             従来の杭頭固定工法と比べてどの程度安くなりますか。

Q 1-4-05

 確認申請・評定物件で特別な対応が必要になりますか。
 また、ＶＥ提案にも使えますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 PCリング・PCリング種類・PCリングコンクリート強度

 

 ・杭頭に被せるリング状のコンクリート部材で、上部構造と杭との間でせん断力を伝達させ

  るものです。

  圧縮軸力時には杭頭の接合面摩擦によるせん断力の伝達も期待できますが、引張軸力時を

  考慮して、設計上はすべてPCリングにせん断力を負担させる事にしています。

  尚、終局時、圧縮軸力側の杭体には、杭－コンクリート間の摩擦抵抗を考慮する事が可能

  です。但し、摩擦係数は、せん断力における軸圧縮の効果［※１］を参考に0.1としてい

  ます。

 ・PCリングは主にコンクリートで構成されており、断面内に高強度せん断補強筋、PCリング

  内側には鋼板リングが設置されており、高いせん断耐力と靭性を確保しています。

  また、PCリングから上方に向けて配筋された定着筋で、基礎と一体化します。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

  2.1 使用材料および材料強度、2.2 PCリング仕様

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-12 曲げモーメントやせん断力はどのように伝達されるのですか。

Q 1-5-01

 ＰＣリングとは何ですか。

 （［※１］広沢他︓軸力を受ける鉄筋コンクリート部材の強度と粘り(その2 既往の資料に
      関する検討)日本建築学会大会 1971.11)

設計・施工マニュアル（2.2）より抜粋



 ・杭径800〜3000mmで、杭径ごとに許容せん断力の異なるＮタイプ、Ｓ１タイプ、Ｓ２タ

  イプの３タイプがあります。

  尚、ＰＣリングの内径 および せい は３タイプとも共通で、鋼板リングの肉厚・ウルボンス

  パイラル筋の径が異なります。

  尚、キャプテンパイル工法標準仕様の使用材料は、以下としております。

        PCリングのコンクリート︓設計基準強度 Fc ≧ 36 N/mm2

        杭体のコンクリート   ︓設計基準強度 Fc ≧ 21 N/mm2

設計・施工マニュアル（2.2）より抜粋







2019.11 策定

【キーワード】

 PCリング耐力

 

 ・実験で検証された耐力算定法を用いて、PCリング内のウルボンスパイラル筋及び内側の

  鋼板リング、PCリング定着筋等により決まっています。

 ・ＰＣリングのせん断抵抗力Qaは、杭頭せん断力を受ける加力前面のせん断抵抗力Raと加

  力側面のせん断抵抗力Rbに分けて算定した和とします。

   Ra︓加力前面のせん断抵抗力で、ＰＣリング定着筋による水平抵抗力と鋼板リングの

     せん断抵抗力の和。

   Rb︓加力側面のせん断抵抗力で、杭体からの水平力が鋼板リング及びスパイラル筋の

     引張力で側面に伝達（Rb1）した後、ＰＣリング定着筋及びＰＣリング内コンク

     リートのせん断によってパイルキャップへ伝達（Rb2）されるとして、両者のう

     ち、小さな方の値をRbとする。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.2 PCリング仕様

Q 1-5-02

 ＰＣリングの耐力はどのように決まっているのですか。

設計・施工マニュアル（2.2）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 PCリング製作

 

 ・ＰＣリング製作メーカーは本工法の特許権所有者である 鹿島建設(株)が、ＰＣリングの

  製作を許諾した者に限られます。

  現状、工場で製作するＰＣリングは、(株)富士ピー・エス、現場で製作するＰＣリング

  （杭頭サイトPCリング、ヤードサイトPCリング）の型枠は、(株)タカミヤとなっていま

  す。

  尚、山留配置の影響でPCリングを設置し難い場合等、サイトPCリングを採用する事でコ

  ストダウンとなる可能性がありますので、施工方法の一つとしてご検討下さい。

  【ＰＣリング・用語の定義】

   ・工場で製作するＰＣリング      ⇒  ＰＣリング（又は工場サイトPCリング）

   ・現場の杭頭で製作するＰＣリング   ⇒  杭頭サイトＰＣリング

   ・現場のヤードで製作するＰＣリング  ⇒  ヤードサイトＰＣリング

    

［参考文献、WG活動］

・2013年度 施工部会 サイトPCリングワーキング

Q 1-5-03

 ＰＣリングの製作について、コストダウンを目的としてＰＣリング製作メーカーを追加するこ
 とはできませんか。



2022.11 改訂

【キーワード】

 実施案件シート・建物規模・地盤・杭長・コストメリット

 

 〇実施案件シート

 ・設計初期段階でCTP工法採用の可能性を判断するには、過去の案件を整理した実施案件シー

  トが参考になります。「設計条件」、「柱状図」、「代表図面」、「代表部材リスト」がま

  とめられており、類似した設計条件を有する案件の判断材料になります。

  （ただし、実施案件シートは協会外部には非公開となっています。）

 〇建物（規模、地盤、杭長）に応じたコストメリット

 ・キャプテンパイル工法は建物の規模、構造種別、用途等を問わず、杭基礎で計画する大半の

  建物に採用することができます。

 ・地盤については、比較的柔らかい地盤でキャプテンパイル工法の優位性がでやすい傾向にあ

  りますが、極端に軟弱な地盤で杭頭変位によって杭径が決定される場合や、杭周面摩擦を確

  保するために杭径を増大させる場合にはメリットがでにくいとされております。

 ・基礎工事全体に占める杭工事の割合は杭長が長いほど大きく、CTP工法採用により杭径を縮

  小できる場合は、残土やコンクリート量の削減が図れ、条件によっては大きなコストメリッ

  トを見い出せる可能性があります。

［参考文献、WG活動］

・2010年度 キャプテンパイル工法 設計事例分析ワーキング

・2011年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法に向いた建物の分析ワーキング

・2012年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法に向いた建物の分析ワーキング

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

・2016年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法の合理的設計法提案ワーキング

・2017年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2020年度 キャプテンパイル工法 施工部会 工法採用支援WG

 テーマ３︓事業主・設計事務所等の第三者向けの簡潔なコストメリットを示せる資料の作成

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-02 キャプテンパイル工法はどのような建物・地盤条件に採用されるこ

 とが多いですか。また、従来の杭頭固定工法と比較して、設計上不利になる事はありますか。

Q 2-1-01

 設計の初期段階で採用の可能性を判断するにはどうすれば良いですか。
 また、どのような建物（規模、地盤、杭長）でコストメリットがありますか。



 〇15階建て板状集合住宅における試算

 ・2020年度 施工部会 工法採用支援WGでは、15階建て板状集合住宅を検討モデルに、「RC

  杭とTB杭」、「長い杭と短い杭」、「杭頭固定杭と杭頭半固定杭（ＣＴＰ工法）」、「軟

  弱地盤と硬い地盤」の４種パラメータを設定し、これら組み合わせによる全16ケースの試

  算結果が以下の通り報告されております。

  ＜基礎工事全体のコスト大小関係＞

短い杭の場合︓RC 杭＋Fix ≧ TB 杭＋CTP ＞ RC 杭＋CTP，TB 杭＋Fix

長い杭の場合︓RC 杭＋Fix ＞＞ TB 杭＋CTP ≧ RC 杭＋CTP，TB 杭＋Fix

＊RC杭︓場所打ちコンクリート杭、TB杭︓鋼管巻き場所打ちコンクリート杭

 CTP︓杭頭半固定杭（キャプテインパイル工法）、Fix︓杭頭固定杭

 ・CTP杭がTB杭+Fixと同等以上のコストになる場合でも、杭頭Fixでは杭頭定着筋が過密状

  態である一方で、CTP杭では引張定着筋が不要、あるいは簡便な配筋を可能とするため、

  基礎梁配筋との調整が容易になります。またTB杭+CTP工法の組み合わせは、鋼管やPC

  リングなど特有のコストアップ要因があるものの、長い杭では両工法の優位性と施工性

  の向上により、設計・施工全体でのコストメリットが期待できます。



2019.11 策定

【キーワード】

 建物規模・支持層深さ・地盤の性状・実施案件シート

 

 ・キャプテンパイル工法が採用された建物の特徴について下記に示します。（2010年時点）

 ・杭が必要となる大半の建物にキャプテンパイル工法を採用することができます。

  但し、杭頭変位により杭径が決定している場合や周面摩擦確保のために杭径を小さくでき

  ない場合はメリットが出にくいです。

 ・杭頭に配置される引張鉄筋により杭の引き抜きにも対応できるため、塔状建物であっても

  採用することができます。

 ・過去の実施案件を整理した実施案件シートが参考になります。

  「設計条件」「柱状図」「代表図面」「代表部材リスト」がまとめられており、類似した

  設計条件を有する案件の判断材料になります。

  （ただし、実施案件シートは協会外部には非公開となっています。）

 ・杭頭半固定工法であるため、杭径が同一の場合は杭頭変位が杭頭固定工法に比べて大きく

  なります。

 ・キャプテンパイル工法では、固定度が概ね0.3〜0.7程度に変化します。固定度を考慮した

  弾性支承梁理論の式によると、固定度が0.3〜0.7の場合には、杭頭固定に対して1.7〜1.3

  倍程度の変形量となります（杭頭ピンの場合は杭頭固定の２倍の変形量となります）。

［参考文献、WG活動］

・2010年度 キャプテンパイル工法 設計事例分析ワーキング

 ・2011年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法に向いた建物の分析ワーキング

 ・2017年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-01 設計の初期段階で採用の可能性を判断するにはどうすれば良いですか。

 また、どのような建物（規模、地盤、杭長）でコストメリットがありますか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-5-02 従来の杭頭固定工法と比較して、キャプテンパイル工法ではどの程度

 杭頭変位量は大きくなりますか。

Q 2-1-02

 キャプテンパイル工法はどのような建物・地盤条件に採用されることが多いですか。
 また、従来の杭頭固定工法と比較して、設計上不利になる事はありますか。

     １．階数については、５階〜１５階の建物が80%以上となります。
     ２．建築面積1,000㎡以下の建物が80%以上となります。
     ３．平面形状は長辺/短辺比＝３までの割合が65%となります。
     ４．地盤Ｎ値が５以下への適用割合が50%以上となります。
     ５．地盤変形係数3MN/m2以下への適用割合が50%となります。
     ６．杭長20〜30mの適用割合が約50%となります。



2019.11 策定

【キーワード】

 引抜き

 

 ・引張定着筋を設けることで引抜き力にも対応できるため、コストメリットを出すことがで

  きます。

 ・ただし、引抜き抵抗により杭径・杭長が決定する場合、掘削・コンクリート量を削減する

  ことができないため、杭自体のコスト削減効果は小さくなります。

［参考文献、WG活動］

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-01 どのような建物（建物規模、地盤、杭長）でコストメリットがありますか。

             また、設計の初期段階で採用の可能性を判断するにはどうすれば良いですか｡

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-02 キャプテンパイル工法はどのような建物・地盤条件に採用されることが多い

             ですか。また、従来の杭頭固定工法と比較して、設計上不利になる事はあり

             ますか。

Q 2-1-03

 引抜きがある場合の建物でもメリットが出ますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 計算・キャプテンパイル工法設計プログラム

 

 ・基本的な計算の流れは、従来の杭頭固定工法と同じです。

  ただし、杭頭に作用する軸力とせん断力、絞り部径、引張定着筋等から杭頭の回転剛性を

  算出し、その回転剛性を考慮して各杭へのせん断力配分を行います。

 ・計算を省力化するため、杭径や軸力など必要な条件を入力することで簡単に回転剛性の計

  算やせん断力の配分、杭の応力算定、断面計算までの一連の計算を行う「キャプテンパイ

  ル工法設計プログラム」を用意しております。

 ・一連計算プログラムと軸力・基礎梁への曲げ戻しモーメントのやり取りを自動で行うこと

  はできませんが、慣れれば煩雑な作業とはなりません。

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムは、キャプテンパイル協会に加盟する正会員会社、

  準会員会社、賛助会員会社、特別協賛会社については無償で利用することができます。

  また設計プログラムは、一般利用者向けに販売しておりませんが、協会加盟会社以外の第

  三者が使用を希望する場合、キャプテンパイル協会が定める「設計プログラム使用規定」

  に基づき、設計プログラム貸与覚書の締結を行い、無償にて貸し出しを行っております。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 3.3 設計フロー

・キャプテンパイル工法 設計プログラム解説書（2013/10/02）

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-05 従来の杭頭固定工法の設計方法との違いは何ですか。

             キャプテンパイル工法の設計手順を教えて下さい。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-01 設計ソフトは誰でも利用できますか、販売されていますか。

Q 2-1-04

 従来の杭頭固定工法と比べて設計に手間がかかったり、煩雑になったりしませんか。
 特別な難しい計算が必要ですか。



キャプテンパイル工法設計プログラムより引用



2019.11 策定

【キーワード】

 設計方法

 

 ・従来の杭頭固定工法の設計では、杭頭を一律に固定とし、杭と地盤の水平剛性に応じてせん

  断力を配分していました。

 ・キャプテンパイル工法では、杭に作用する軸力とせん断力、絞り部径、引張定着筋等から杭

  頭の回転剛性を算出し、回転剛性を考慮してせん断力を配分しますので、ここに大きな違い

  があります。すなわち、軸力の大きさにより杭頭の回転剛性が変化しますので、実際の地震

  時と同様に、各杭が負担するせん断力は地震力の方向ごとに変化することになります。

 ・設計手順は下記の通りです。

  1．杭をグルーピング

    1-1 長期軸力から拡底径を仮定。

    1-2 長期軸力と圧縮側変動軸力から軸径を仮定。

    1-3 地震時圧縮軸力（地震時変動軸力）の大きさでグループ分け。

  2．計算時のチェック

    2-1 変形チェック（目安︓短期50mm、終局150mm）。

    2-2 杭頭曲げモーメントから主筋量チェック。満足しない場合は軸径をアップする。 

    2-3 地中部曲げモーメントに余裕あれば絞りを検討し杭頭曲げモーメントの低減を行う｡

    2-4 せん断力のチェック。満足しない場合は軸径またはコンクリート強度を上げる。

    2-5 杭頭部と地中部曲げモーメントを比較し地中部が極端に大きい場合は引張定着筋を

      増やしたり、絞り部径を大きくする。

    2-6 引張定着筋をチェックする。満足しない場合は、引張定着筋増または絞り部径を大

      きくする。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 3.3 設計フロー

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-04 従来の杭頭固定工法と比べて設計に手間がかかったり、煩雑になっ

             たりしませんか。特別な難しい計算が必要ですか。

Q 2-1-05

 従来の杭頭固定工法の設計方法との違いは何ですか。
 キャプテンパイル工法の設計手順を教えて下さい。



    2-7 ＰＣリングのせん断チェックを行う。

    2-8 固定度のチェックを行う。極端に固定度が小さい杭がある場合、引張定着筋を増

      やしたり、絞り部径を大きくする。

    2-9 効率的で無理のない断面仕様であるか見直し

    ・断面が「曲げ」「せん断」どちらで決まるか確認

    ・固定度の変動が大きい杭の断面仕様の確認

    ・軸力変動が大きく、必要鉄筋量に差がある杭断面仕様の確認 

    ・支持力検討など、プログラムで確認できない検討を実施

    2-10 評定条件等の確認

    ・設計内容が本工法の評定条件、規定に抵触していないかを確認

  3．コストを下げるためには

    3-1 杭径をできるだけ小さくする。

      但し、主筋間隔、フープ間隔は施工できる間隔とする。

    3-2 絞り係数の設定

     ・杭頭部、地中部の曲げモーメントが同じ程度になるように調整する。

     ・変動軸力が少ない（中央）杭等にはせん断力を集めた方が良いので、その他の杭

      よりも絞り部径を大きくする。

     ・引張定着筋が不足する場合は、絞り部径を大きくする。



図3.3.5 杭頭接合部設計フロー（略算、終局）

図3.3.4 杭頭接合部設計フロー（略算、短期）

設計・施工マニュアル（3.3）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 設計方法・仮定断面・キャプテンパイル工法設計プログラム

 

 ・まず、軸力に応じて杭径を仮定し、せん断力に対してＮＧにならないことを確認しながら､

  主筋と引張定着筋が配置できる範囲で杭径を小さくします。

  ただし、杭１本でも杭頭部径を変更すると、各杭の固定度が変化し、せん断力の配分が変

  わるため、常に全体を見る必要があります。

 ・計算を省力化するため、杭径や軸力など必要な条件を入力することで簡単に回転剛性の計

  算やせん断力の配分、杭の応力算定、断面計算までの一連の計算を行う「キャプテンパイ

  ル工法設計プログラム」を用意しております。

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムは、キャプテンパイル協会に加盟する正会員会社、

  準会員会社、賛助会員会社、特別協賛会社については無償で利用することができます。

  また設計プログラムは、一般利用者向けに販売しておりませんが、協会加盟会社以外の第

  三者が使用を希望する場合、キャプテンパイル協会が定める「設計プログラム使用規定」

  に基づき、設計プログラム貸与覚書の締結を行い、無償にて貸し出しを行っております。

［参考文献、WG活動］

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-1-04 従来の杭頭固定工法と比べて設計に手間がかかったり、煩雑になっ

             たりしませんか。特別な難しい計算が必要ですか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-01 設計ソフトは誰でも利用できますか、販売されていますか。

Q 2-1-06

 仮定断面（杭径）を決める場合、どのようにすれば合理的ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭接合部・絞り

  ・杭頭接合部は、杭頭部径に対して絞り無しとした場合の1.0倍、絞り有りとした場合の

   0.85倍と0.7倍が標準断面となります。絞り有りとした場合には0.7倍以上1.0倍未満

   で自由に設定できますが、標準断面である0.85倍と0.7倍にした方が、絞り部に設置

   される緩衝材がより安価に調達することができます。

   また、杭頭接合部断面は杭毎に絞り部径を設計者が任意に設定し、組み合わせることが

   できるため、効率的な設計が可能になります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.4 杭頭部形状・補強仕様

Q 2-1-07

 杭頭接合部の標準断面を教えてください。

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 太径鉄筋ダブル配置・杭主筋ピッチ

  ・コストのみを考えるのであれば、杭を極力細径とすることが掘削残土、コンクリート量

   の削減になり、最も効率が良いと考えられます。

   杭径を抑える方法は、杭頭部の主筋に高強度筋、太径鉄筋あるいは束ね筋を採用し、杭

   主筋間隔を最小値の3.7d(d:鉄筋の呼び径) 確保しながら杭断面を仮定するとコスト削減

   に繋がります。

［参考文献、WG活動］

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

Q 2-1-08

 キャプテンパイル工法のコストを抑えるには、どのような断面設計が良いですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 一次設計・二次設計・ウルボン筋・設計用せん断力割増・変動軸力・杭頭固定度

  ・従来の杭頭固定工法と同様でキャプテンパイル工法においても、必ずしも二次設計まで

   行う必要はなく設計者判断となります。キャプテンパイル工法は、地震時変動軸力によ

   る影響で杭頭の固定度が変化し、杭に生じる応力も変動します。終局時は短期時に比べ

   て変動軸力が相対的に大きいため、杭頭固定度並びに杭に生じる応力の変動も大きくな

   ります。

   従って、一次設計のみではなく二次設計まで行うことを推奨しています。

   従来の杭頭固定工法と比較してコストアップとなる可能性はありますが、ウルボン筋の

   採用や二次設計まで行う場合に杭体の一次設計時せん断力割増が不要となること、キャ

   プテンパイル工法の特徴である杭頭部の応力が低減できることなど（基礎梁の設計にお

   いても利点あり）により、コストを抑えた設計もできると考えます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.2 設計方針

Q 2-1-09

 キャプテンパイル工法を採用する場合、常に二次設計まで検討する必要はありますか。
 また、一次設計のみの場合、従来の杭頭固定工法よりも高価になりませんか。



2019.11 策定

【キーワード】

 鋼管杭・ウルボンスパイラル筋・場所打ちコンクリート杭

  ・様々な方向性が考えられますが、ここではメリットを見出す方法を2例記載します。

  例１

    ・従来の杭頭固定工法による杭径に対して、杭頭半固定の効果とウルボンスパイラル筋

     の効果を活かして、杭径を絞ることを検討する。（200mm以上絞ることが目安）

  例２

    ・従来の杭頭固定工法による場所打ち鋼管コンクリート杭の場合、杭頭半固定による杭

     頭曲げ応力の低減とウルボンスパイラル筋のせん断耐力向上効果を活かして、鋼管を

     取り止め、場所打ちコンクリート杭として設計することを検討する。可能であれば、

     杭径もダウンさせる。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 まえがき

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2016年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法の合理的設計法提案ワーキング

Q 2-1-10

 キャプテンパイル工法でメリットを見出すためには、どのような方向性で検討を進めれば良い
 ですか。

設計・施工マニュアル（まえがき）より抜粋

緩衝材(発泡ポリエチレン)



2019.11 策定

【キーワード】

 負担せん断力・杭頭固定度・杭頭回転剛性・略算

  ・軸力を個別に設定せずに、ある程度の範囲でまとめることで、手戻りをなくすことがで

   きます。ただし、軸力が固定度にどの程度影響しているかは、設計者が把握しておく必

   要があります。キャプテンパイル工法の設計における軸力の影響を検討した過去ＷＧが

   参考になります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.4 杭頭固定度評価法

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.8 固定度とせん断力負担の関係

・2011年度 キャプテンパイル工法 軸力影響緩和・概算精度向上ワーキング

Q 2-1-11

 キャプテンパイル工法は、負担せん断力が軸力にも依存するため数値合わせに手間が掛かりま
 す。簡単な検討方法はありませんか。

杭頭半固定時の杭頭曲げモーメント－回転角θ関係図 ※tri-linearとして仮定

杭頭半固定時モデル図（概要）

設計・施工マニュアル技術資料（P.16）より抜粋



2022.11 改訂

【キーワード】

 曲げモーメント・圧縮軸力時・引張軸力時・せん断伝達機構

  ・杭体－パイルキャップ間の応力伝達は図のようになされます。曲げモーメントは、杭頭

   接合面の圧縮力及び引張定着筋の引張力で伝達されます。せん断力は、圧縮軸力の場合

   は接合面摩擦により伝達される要素もありますが引張軸力の場合には期待できません。

   このため杭体の負担せん断力は全てPCリングが伝達できるように、PCリング仕様を定め

   ています。

   ※終局時は杭頭接合面の摩擦抵抗を考慮することも可能です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.7 終局時圧縮軸力側杭で考慮する摩擦抵抗力の設定

Q 2-1-12

 曲げモーメントやせん断力はどのように伝達されるのですか。

図 杭頭接合部の応力伝達

設計・施工マニュアル技術資料（P.15）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭接合部・パイルキャップ・杭・コンクリート強度

  ・杭頭接合部の短期許容曲げモーメントは以下の小さい方の値で決定します。

   但し、引張定着筋を配置しない場合には、以下の②に達した時の値とします。

   ① 最外縁の引張定着筋が降伏するとき

   ② 圧縮縁コンクリートが短期許容圧縮応力度（2/3×Fc/ν2）に達したとき

Fc︓コンクリートの設計基準強度

ν︓絞り係数

   ②で用いるFcは、杭体とパイルキャップのうち最小値が採用されるため、許容曲げモー

   メントがコンクリートで決まっている場合には、杭体と合わせてパイルキャップのFcも

   上げる必要があります。これは杭体－パイルキャップ間の曲げモーメントの圧縮側の応

   力伝達が杭頭接合面の圧縮力により伝達されるためです。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 1.1 キャプテンパイル工法

 付 評定書 3.3 杭頭部の曲げ耐力の算定法

Q 2-1-13

 杭頭接合部の許容曲げモーメントがコンクリートで決まっている場合、杭体のコンクリート強
 度を上げても許容曲げモーメントが増加しないのはなぜですか。

図 杭頭接合部の応力伝達

設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 軸力伝達・発泡ポリエチレン（上面緩衝材）・絞り部

  ・軸力は、絞り部（発泡ポリエチレンを除く内側の縮小部）のみにおいて伝達されます。

   発泡ポリエチレン（上面緩衝材）部分は軸力を負担しないものとして評価しています。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.4 杭頭部形状・補強仕様

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

Q 2-1-14

 絞り部の発泡ポリエチレン（上面緩衝材）の軸力負担はどの程度ですか。

図 PCリング－杭頭部形状

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋

絞り部径



2019.11 策定

【キーワード】

 設計手順

  ・杭頭絞り部は支圧効果によるコンクリート強度上昇が見込まれるため、杭体の許容軸力

   は低減されません。

   なお、絞り係数を0.7以上とする根拠は、絞り係数0.7の条件による試験でコンクリート

   強度上昇が認められたためです。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.11 杭頭部におけるせん断補強筋比pw≧0.15%の背景

 2. コンクリートの許容圧縮応力度比の対応

Q 2-1-15

 杭頭絞り部について、径を絞ることにより、杭体の許容軸力を低減する必要がないのはなぜで
 すか。

設計・施工マニュアル技術資料（P.21）抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭半固定・上部構造に対する影響

  ・杭頭固定度が下がるため上部構造の水平変位は増加しますが、杭頭の曲げ応力は従来の

   杭頭固定工法と比較して小さくなり、杭から基礎梁への曲げ戻しによる応力も減じられ

   ます。よって、基礎梁の断面縮小と鉄筋量の低減が図れます。

   柱に対して、基礎梁断面を極端に縮小しなければ、上部構造への影響は少ないと考えら

   れます。

［参考文献、WG活動］

Q 2-1-16

 杭頭を半固定とすることで上部構造にどのような影響がありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭径整形ガイドリング・PCリング・引張定着筋定着部

  ・キャプテンパイル工法では杭径整形ガイドリング（仮設材）が杭頭レベルや杭頭の形

   状を決める重要な金物であり、その取り付け精度について十分に確認する必要があり

   ます。

  ・従来の杭頭固定工法による杭にはない、PCリング部材があり、その製作図チェック、

   工場で製作する場合は製品検査を行う必要があります。

  ・引張定着筋をシース管を用いて施工する場合、シースグラウト材の品質管理（フレッ

   シュ時のロート試験、硬化後の材令28日強度）が必要となります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 4. 施工基準

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 2. 施工編

・キャプテンパイル工法 ＨＰ

Q 2-1-17

 従来の杭頭固定工法と比較して、工事監理ではどのような違いがありますか。

杭径整形
ガイドリング

キャプテンパイル工法施工写真（ＨＰ）より抜粋

シース内に管にグラウト打設

PCリング



2019.11 策定

【キーワード】

 設計手順・応答変位法

  ・地盤変位の影響を考慮する設計においても、キャプテンパイル工法の杭頭半固定による

   杭頭の応力集中を分散できる特徴により、杭頭で断面が決定する場合等において、杭断

   面を小さくでき、基礎梁の断面縮小と鉄筋量の低減が図れます。

   

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.2 地盤変位の影響

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

・キャプテンパイル工法 地盤変位を考慮したキャプテンパイル工法設計法ワーキング（2018年）

Q 2-1-18

 地盤変位の影響を考慮する設計が確認申請において義務化されたときにメリットはありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 設計手順・応答変位法

  ・建物慣性力による杭応力と地盤応答変位による杭応力の組み合わせについては、①二乗

   和平方根、②絶対値和、③時刻歴を考慮した時刻ごとの単純和などが考えられます。

   キャプテンパイル工法の設計手法に関わらず、今後、日本建築学会等で提案があると考

   えられるため、同規準で示される組み合わせを参考に検討する方法が考えられます。

   また、確認審査機関等による指導の有無については確認する必要があります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.2 地盤変位の影響

・キャプテンパイル工法 地盤変位を考慮したキャプテンパイル工法設計法ワーキング（2018年）

Q 2-1-19

 建物慣性力による応力と地盤の応答変位による応力はどのように重ね合わせれば良いですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 設計手順

  ・上部構造の応答に影響します。また、杭頭固定度の影響を考慮する必要があります。

  ・免震建物にキャプテンパイル工法を採用する場合、次の点に注意が必要です。

   キャプテンパイル工法は、杭頭を半固定とするものであり、杭頭曲げモーメントが発生

   します。従って、杭頭の曲げ戻しモーメントを処理できる部材（基礎梁など）を配置す

   ることが、本工法の適用条件となります。従って、下図の②基礎免震、③柱頭免震は基

   礎梁が配置されることからキャプテンパイル工法を適用することができます。

   ①杭頭免震の場合には、杭頭曲げ戻しモーメントを処理できる基礎梁がないため、設計

   に際して注意が必要です。

   免震建物に本工法を適用する際には、建物－杭－地盤の連成系地震応答解析や建物－杭

   －地盤系の一体解析などを行い、別途安全性を確認する必要があると考えられます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.1 軟弱地盤への適用（液状化、杭頭水平変位、杭頭免震など）      

 4. 免震建物などへの適用

Q 2-1-20

 免震建物で採用した場合、上部構造の応答は変わりますか。
 また、設計上、杭の固定度の影響を考慮する必要はありますか。

図 免震建物の分類

設計・施工マニュアル技術資料（P.3）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 場所打ち鋼管コンクリート杭・鋼管天端レベル

  ・鋼管天端レベルは、杭頭レベル（杭頭モルタル天端レベル）-50mmとなります。

   なお、鋼管内に鉄筋がない場合は、杭頭モルタル内に追加フープ1巻を配筋する必要は

   ありません。

  【注記】

  ・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）には、これについ

   て記載がありませんが、2020年の評定更新後のマニュアル改定版に明記する予定です。

    （評定更新およびマニュアル改定の予定時期）

     - 2020年7月 評定更新（予定）

     - 2021年4月 設計・施工マニュアル（第5版）発行（予定）

［参考文献、WG活動］

Q 2-1-21

 キャプテンパイル工法を場所打ち鋼管コンクリート杭に採用する場合、鋼管天端レベルはどの
 ようになりますか。

PCリング納まり詳細図



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・杭頭回転特性

 ・日本建築学会｢建築基礎構造設計指針」に従い、杭頭を完全固定とした時に生じる杭頭

  曲げモーメントM0に対する、半固定時に生じる杭頭曲げモーメントMPの比を固定度と

  定義しています。

  杭頭ピンの場合、MP＝0となり固定度α＝0、杭頭固定の場合MP＝M0となり固定度α＝1

  となります。

杭頭固定度 α ＝ MP / M0

 ここで、 MP ︓半固定時に生じる杭頭曲げモーメント

  M0 ︓杭頭固定としたときに生じる杭頭曲げモーメント

 ・杭頭の固定度は、杭に作用する軸力、せん断力、引張定着筋の量や、杭頭部の絞り係数に

  よって変動します。

 ・杭頭固定度と、杭頭曲げ応力、杭中間部曲げ応力、杭頭変位には以下の関係があります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 1.3 用語

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.8 固定度とせん断力負担の関係

・建築基礎構造設計指針︓「日本建築学会（2001）」

・地震力に対する建築物の基礎の設計指針︓「日本建築センター」

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-02 キャプテンパイル工法において杭頭固定度を低減するメカニズムは

             どのようなものですか。

Q 2-2-01

 杭頭の固定度について教えて下さい。

＜固定度と杭頭曲げの関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
    杭頭曲げ︓ 小 ⇔ 大

＜固定度と杭中間部曲げの関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
  杭中間部曲げ︓ 大 ⇔ 小

＜固定度と杭頭変位の関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
    杭頭変位︓ 大 ⇔ 小



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・引張定着筋・絞り係数

 ・キャプテンパイル工法は、杭頭曲げが最大抵抗モーメントＭｕを超えると、杭頭とパイル

  キャップのコンクリートが離れて引張側のコンクリートには引張ひずみが生じないメカニ

  ズムとなっています。

  すなわち、引張側のコンクリートの剛性の影響がなくなることにより、杭頭固定度が杭頭

  固定工法と比較して小さなものとなります。

     (a)圧縮軸力時    (b)引張軸力時

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.4 杭頭固定度評価法

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

・2016年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法の合理的設計法提案ワーキング

Q 2-2-02

 キャプテンパイル工法において杭頭固定度を低減するメカニズムはどのようなものですか。

 

回転角 p  (rad) 
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設計・施工マニュアル（3.4）より抜粋

杭頭曲げモーメントMpと回転角θpの関係図



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度

 ・杭頭固定度は地盤条件、建物規模、構造形式（変動軸力）に左右されるため、どの程度と

  なるかは一概には言えませんが、過去の技術部会ＷＧ（2008年度〜2012年度_普及促進

  ＷＧ、2013年度〜2018年度_設計支援ＷＧ）で行われた試設計結果が参考になります。

  また過去の実施案件を整理した実施案件シートには固定度の最大値と最小値が記載されて

  おり、類似した設計条件を有する建物の判断材料になります。

  （実施案件シートは協会外部には非公開となっています。）

 ・杭頭部と杭中間部の曲げ応力が同程度となるように固定度を調整することが合理的である

  と考えられます。これは、杭径をできるだけ小さくするために杭設計曲げモーメントを最

  小とするためです。

 ・固定度を下げすぎると杭中間部の曲げ応力と杭頭部変位・回転角が過大となる可能性があ

  るため、注意が必要です。

［参考文献、WG活動］

・2008年度〜2012年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2013年度〜2018年度 キャプテンパイル工法 設計支援ワーキング

・2017年 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

Q 2-2-03

 杭頭固定度はどの程度になるのですか。あるいは、どの程度の固定度とするのが合理的ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・杭頭部変位

 ・地盤条件や建物規模により異なりますが、杭頭部と杭中間部の応力が同程度となるように

  固定度を調整することが合理的であると考えられます。

  これは、杭径をできるだけ小さくするために杭設計曲げモーメントを最小とするためです。

 ・杭頭固定度を下げすぎると杭頭部の応力は小さくなりますが、杭中間部の応力が大きくなり

  設計が厳しくなるため、適切に杭頭固定度を調整する必要があります。

 ・杭頭固定度を下げすぎると杭頭部の変位が大きくなるので、注意が必要です。

 ・大きな引張力が生じる板状の集合住宅などでは、引張側の杭の固定度が0.3程度まで低下

  する場合があります。

 ・杭や基礎梁など、建物の基礎構造を構成する部材の応力が許容値以下で問題がなく、杭

  頭部の水平変位量が許容でき、水平変位量と杭設計用の地盤定数の間に整合性が保たれて

  いるのであれば、0.3程度まで低くしても差し支えないと考えられます。

 ・杭頭の固定度が低い場合は、杭頭変位および回転角、杭中間部の曲げ応力が大きくなるの

  で、注意が必要です。

［参考文献、WG活動］

Q 2-2-04

 杭頭固定度は、できる限り小さくした方が有利な設計となるのですか。
 また、杭頭固定度を0.3程度まで低くしても問題ありませんか。

＜固定度と杭頭曲げの関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
    杭頭曲げ︓ 小 ⇔ 大

＜固定度と杭中間部曲げの関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
  杭中間部曲げ︓ 大 ⇔ 小

＜固定度と杭頭変位の関係＞
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大
    杭頭変位︓ 大 ⇔ 小



2019.11 策定

【キーワード】

 絞り係数・杭頭固定度

 ・杭頭の曲げ応力が大きい場合、絞り係数を小さくして杭頭固定度を下げることにより、杭

  頭の曲げ応力を小さくすることができます。（引張定着筋でも固定度を調整できます。）

 ・絞り係数は1.0〜0.7の範囲で任意に設定できますが、緩衝材（発砲ポリエチレン）は絞り

  係数0.7および0.85で規格化されており、比較的安価に入手できます。その他の絞り係数

  を採用する場合は、緩衝材は特注品となります。

 ・杭頭絞り係数は、杭頭部と杭中間部の曲げモーメントが同程度になる杭頭固定度となるよ

  うに調整することが望ましいと考えられます。これは、杭径をできるだけ小さくするため

  に杭の設計曲げモーメントを最小とするためです。

  また、変動軸力が小さい杭の絞り部径を大きくします。これは変動軸力が小さく、杭設計

  において有利な杭にせん断力を負担させるためです。

 ・杭頭固定度を下げすぎると、杭頭変位および回転角、杭中間部の曲げ応力が大きくなるた

  め、注意が必要です。また杭頭絞り係数を0.7とすると、引張定着筋の配置できる本数が減

  少するため、注意が必要です。（絞り無しと絞り係数0.85は、引張定着筋の配置できる本

  数は同じです。）

［参考文献、WG活動］

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進WG

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-07 杭頭絞り係数と引張定着筋の設定方法に目安はありますか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-08 杭頭固定度を調整する方法はありますか。

Q 2-2-05

 杭頭絞り係数はどのように設計しますか。

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋
絞り有り（ν=0.7） 絞り有り（ν=0.85） 絞り無し



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・絞り係数

 ・軸力、負担せん断力、引張定着筋の量などを同一条件とした場合、絞りが無い場合に対し

  て、絞り係数を杭径の0.7倍とした場合には80〜85％程度の固定度となります。

 ・杭頭絞り係数の他に、引張定着筋量でも杭頭固定度の調整が可能です。

［参考文献、WG活動］

・2016年度 キャプテンパイル工法 キャプテンパイル工法の合理的設計法提案ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-08 杭頭固定度を調整する方法はありますか。 

Q 2-2-06

 絞りの有無による杭頭固定度の違いはどの程度ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭絞り係数・引張定着筋・杭頭固定度

 ・杭径をできるだけ小さくするため、杭頭部と杭中間部の設計曲げモーメントを同程度にす

  ることがポイントです。設計曲げモーメントの調整は、杭頭絞り係数と引張定着筋の本数

  によって杭頭固定度を設計者が任意に設定することで可能となります。

  また、変動軸力が小さい杭の絞り係数を大きくします。これは変動軸力が小さく、杭設計

  において有利な杭にせん断力を負担させるためです。

 ・板状ＲＣ共同住宅における試設計の耐震壁方向加力において以下の傾向が確認されていま

  す。

  ①せん断で建物全体の杭断面が決定する場合、杭全体の水平力を平準化するため、引張定

   着筋を適切に配置することがポイントになります。圧縮側の杭は杭頭固定度と共に水平

   力負担が相対的に大きくなるため、引張側の杭に引張定着筋を多く配置し杭頭固定度を

   上げることで圧縮側と引張側の水平力の差をできるだけ少なくすることが良いとされて

   おります。

   板状ＲＣ共同住宅は、圧縮力と引張が加力方向によって一般的に逆の値となりますが、

   引張定着筋を杭全体に渡り多く配置するほど、水平力の負担が均一化される傾向にあり

   ます。

  ②圧縮時の設計においては、杭頭固定度は杭頭絞り係数・引張定着筋本数が変わっても固

   定度は大きく変わることなく、地中部に比べて大きな応力となる杭頭部にて断面が決定

   します。

［参考文献、WG活動］

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-05 杭頭絞り係数はどのように設計しますか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-08 杭頭固定度を調整する方法はありますか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-01 引張定着筋はどのように設計しますか。 また、引抜き力が大きい

             場合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。

Q 2-2-07

 杭頭絞り係数と引張定着筋の設定方法に目安はありますか。



  ③圧縮時のモーメントは杭頭絞り係数の影響を受けにくいとされています。

  ④引張時で杭断面が決定する場合は、杭頭固定度を調整して効率的な曲げ応力分布とする

   ことができます。杭頭固定度の調整は、杭頭絞り係数よりも引張定着筋の増減による方

   が効果的であり、変動軸力が大きくなるにしたがって引張定着筋本数を増加させた方が

   良いとされています。

  ⑤引張側は固定度の調整により杭頭と杭中間部の曲げ応力は大きく変化します。

設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・引張定着筋・絞り係数

 ・杭頭固定度は軸力による影響を受けて変動しますが、杭頭部の絞り係数や引張定着筋等に

  よりある程度は調整できます。

【杭頭固定度の調整方法】

 ①引張定着筋の本数を変更する（本数を減らす場合は引張耐力に注意）。

 ②絞り係数を変更する。

 ③固定度を小さくしたい杭のみ杭径を小さくする。

 ・軸力、杭頭絞り係数、引張定着筋量と杭頭固定度には以下の関係があります。

 ・引抜き耐力を確保しながら杭頭固定度を下げるには以下のような方法があります。

 ①引張定着筋にSD490やSD685を使用して、本数を減らす。

 ②必要な引張定着筋量を確保しながら絞り係数を下げる。

  ただし、絞り係数を0.7とすると引張定着筋の配置径が小さくなり引張定着筋

  の配置可能な本数が減少することに注意が必要です。

 ・その他、以下を考慮しながら固定度を調整する必要があります。

 ①圧縮軸力時の固定度の変化は小さく、引張軸力時の固定度の変化が大きい。

 ②軸力変動の小さい中杭は「杭頭絞り係数」を大きく、「引張定着筋」を多く

  し、軸力変動の大きな側杭・隅杭は「杭頭絞り係数」を小さく、「引張定着筋」

  を少なくすると良い。

［参考文献、WG活動］

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-2-07 杭頭絞り係数と引張定着筋の設定方法に目安はありますか。

Q 2-2-08

 杭頭固定度を調整する方法はありますか。

＜軸力と固定度の関係＞
      軸力︓引張 ⇔ 圧縮
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大

＜杭頭絞り係数と固定度の関係＞
  杭頭の絞り係数︓小 ⇔ 大
   杭頭の固定度︓小 ⇔ 大

＜引張定着筋量と固定度の関係＞
  引張定着筋量︓少 ⇔ 多
  杭頭の固定度︓小 ⇔ 大



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・杭頭固定度

 ・引張軸力に対しては引張定着筋だけが抵抗するため、短期設計時、終局時の引張軸力に

  対して安全に設計を行う必要があります。

 ・引張定着筋の引張耐力が終局時引張軸力を処理できるように適切な余裕度を確保して設計

  します。設計施工マニュアル技術資料では、終局時の存在引張軸力に対して1.5倍、一次

  設計による簡略検討の場合は短期変動軸力に対して2.5倍を目安とすると良いとされてい

  ますが、一次設計時の標準せん断力係数Coと二次設計時の構造特性係数Dsの比率により

  一次設計軸力を割増す等、設計者によって適切に判断してください。

 ・終局時の引張耐力算定においては、鉄筋終局強度倍率をSD390以下のJIS規格品であれば

  1.1倍することができます。SD490やSD685の場合で1.0倍を超える倍率とする場合には

  特別な研究や調査などが必要となり、一般的には1.0倍とすることに注意が必要です。

 ・引張定着筋のパイルキャップおよび杭体への定着長さは、杭体への定着方式（シース又は

  先付け）、鉄筋材種、呼び名、コンクリート強度に応じて必要長さを決定します。

 ・引張定着筋量を調整することにより、杭頭の固定度をある程度調整することが可能です。

  杭頭固定度は軸力、杭頭絞り係数、引張定着筋量等により変動して以下の関係があります

  が、固定度が小さくなり過ぎる場合には、さらに引張定着筋量を多くするなどの配慮が必

  要です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.3 引張定着筋仕様

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.4 引張定着筋の断面仮定に関する解説

＜軸力と固定度の関係＞
      軸力︓引張 ⇔ 圧縮
  杭頭の固定度︓ 小 ⇔ 大

＜引張定着筋量と固定度の関係＞
  引張定着筋量︓少 ⇔ 多
  杭頭の固定度︓小 ⇔ 大

Q 2-3-01

 引張定着筋はどのように設計しますか。
 また、引抜き力が大きい場合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。

＜杭頭絞り係数と固定度の関係＞
  杭頭の絞り係数︓小 ⇔ 大
   杭頭の固定度︓小 ⇔ 大



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・杭頭固定度

 ・材種はSD390、SD490、SD685、径はD29〜D41とすることができますが、

  SD490/D38、SD490/D41、SD685/D41の組み合わせを推奨仕様としています。

 ・配置は円形配置と正方形配置があり、本数は引張軸力や杭頭固定度等に応じて定めます。

  なお、配置する場合の最小本数は4本です。

 ・杭体への定着方式にはシース方式と先付け方式の２種類があり、多くの場合で施工性の良

  いシース方式が採用されています。シース方式を採用し杭径が小さい場合は、杭主筋とシ

  ースの空き間隔に注意が必要です。

 ・杭体やパイルキャップへの定着長さは、引張定着筋の材種と呼び名、コンクリート強度、

  定着方式（シース又は先付け）に応じて必要長さが決定します。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.3 引張定着筋仕様

・キャプテンパイル工法基準図 (2) 引張定着筋・ウルボン配筋図（円形配置、正方形配置）

 （2018年10月1日第4版）

Q 2-3-02

 引張定着筋の仕様を教えてください。

設計・施工マニュアル（2.3）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・引抜き力

 ・キャプテンパイル工法の基準図に、引張定着筋の仕様に応じた短期許容引張力が示されてい

  ます。例えば、引張定着筋の仕様がSD490､10-D38の場合、5586kNまで対応できます。

 ・引張定着筋により引抜き力を処理できるため、引抜き力の大きい場合も適用可能です。

 ・終局時の引張耐力算定における鉄筋終局強度倍率は､SD390以下のJIS規格品であれば1.1倍

  とすることができます｡SD490やSD685の場合は一般的には1.0倍のため､注意が必要です。

 ・引張定着筋の引張耐力が終局時引張軸力を処理できるように適切な余裕度を確保して設計し

  ます。設計・施工マニュアル技術資料では、終局時の存在引張軸力に対して1.5倍､一次設計

  による簡略検討の場合は短期変動軸力に対して2.5倍を目安とすると良いとされていますが､

  一次設計時の標準せん断力係数Coと二次設計時の構造特性係数Dsの比率により一次設計軸

  力を割増す等、設計者によって適切に判断してください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.3 引張定着筋仕様， 3.5 設計例

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.4 引張定着筋の断面仮定に関する解説

・キャプテンパイル工法基準図 (2) 引張定着筋・ウルボン配筋図（円形配置、正方形配置）

 （2018年10月1日第4版）

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-3-02 超高層建物にも適用できますか。

Q 2-3-03

 どの程度の引抜き力に対応できますか。
 塔状建物など引抜き力の大きい場合も適用可能ですか。

※キャプテンパイル工法

基準図(2)より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・基礎梁主筋鉄筋納まり・SD685

 ・基礎梁主筋との干渉を減らすためには、以下の方法等が考えられます。

①引張定着筋にSD685を使用して本数を減らす

②引抜き力が生じない杭に引張定着筋を配筋しない

  なお地盤性状や構造形式等にもよりますが、一般的に引張定着筋を設けないで設計できる

  規模としては7階建て程度と考えられます。

 ・杭頭の固定度が小さくなり過ぎる場合には、引抜き力による必要量以上に引張定着筋量

  を多くして固定度を調整するなどの配慮が必要です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.4 引張定着筋の断面仮定に関する解説

・2007年度 キャプテンパイル工法 課題解決ワーキング

・2009年度 キャプテンパイル工法 新しい引張定着筋の定着法ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-01 引張定着筋はどのように設計しますか。また、引抜き力が大きい場

             合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。

Q 2-3-04

 引張定着筋と基礎梁主筋の干渉を減らす方法としてはどのような方法がありますか。

キャプテンパイル工法概念図

設計・施工マニュアル（まえがき）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 引抜き力・引張定着筋・杭頭固定度・絞り係数

 ・高層の建物は引抜き力が大きい事があるため、一般的に引張定着筋を多く配置する必要が

  あり、引張定着筋の配筋本数増が杭頭固定度を高めて応力の増加につながり、堂々巡りと

  なってうまく納まらない事例が見受けられますが、引抜き耐力を確保しながら杭頭固定度

  を下げるには以下のような方法が考えられます。

①引張定着筋にSD490やSD685を使用して、本数を減らす。

②必要な引張定着筋量を確保しながら絞り係数を下げる。ただし、絞り係数を0.7

  とすると引張定着筋の配置径が小さくなり引張定着筋の配置可能な本数が減少

  することに注意が必要です。

 ・地盤性状や構造形式にもよりますが、高層建物においても採用実績はあります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.3 引張定着筋仕様

・2009年度 キャプテンパイル工法 新しい引張定着筋の定着法ワーキング

Q 2-3-05

 引抜き耐力を確保しながら杭頭固定度を下げるには、どのような方法がありますか。

※絞り係数0.7では

引張定着筋配置径が小さい

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋

絞り有り（ν=0.7） 絞り有り（ν=0.85） 絞り無し



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・引抜き力

 ・引抜き力が作用する場合は、引抜き力を適切に処理できるように適当な余裕度を確保して

  引張定着筋を配置する必要があります。

 ・引抜き力が作用しない杭には引張定着筋を配置しなくても問題ありませんが、杭頭固定度

  を調整するために引張定着筋を配置する場合があります。

 

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 1. 工法概要

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-01 引張定着筋はどのように設計しますか。また、引抜き力が大きい場

             合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。

Q 2-3-06

 キャプテンパイル工法では、引張定着筋を必ず配置しなければならないのですか。

無し

設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・杭頭固定度

 ・引抜き力は引張定着筋によりパイルキャップから杭に伝達されるため、引抜き力が作用す

  る場合は引抜き力を処理できるように適切な余裕度を確保して引張定着筋を配置する必要

  があります。

 ・杭頭絞り係数を0.7とすると、引張定着筋の配置できる本数が減少するため注意が必要で

  す。（絞り無しと絞り係数0.85は、配置できる引張定着筋の本数は同じです。）

 ・杭体への定着方式にはシース方式と先付け方式の2種類があります。シース方式を採用し

  杭径が小さい場合は、杭主筋とシースの空き間隔に注意が必要です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.3 引張定着筋仕様

・キャプテンパイル工法基準図 (2) 引張定着筋・ウルボン配筋図（円形配置、正方形配置）

 （2018年10月1日第4版）

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-01 引張定着筋はどのように設計しますか。また、引抜き力が大きい場

             合、引張定着筋はどの程度余裕度を持たせる必要がありますか。

Q 2-3-07

 引抜き力が生じた場合はどのような納まりになりますか。
 引張定着筋を配置する場合はどのような納まりになりますか。

※設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋



2022.11 策定

【キーワード】

 引張定着筋・絞り率

 ・引張定着筋は、杭芯を中心とする円形配置を標準とします。ただし、正方形配置も可能です。

 ・引張定着筋の配置径Dcの最大値は設計・施工マニュアル表2.4.1及び表2.4.2を参照下さい。

  

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2021年4月1日第5版）

 2.4 杭頭部形状・補強仕様

・キャプテンパイル工法基準図 (2) 引張定着筋・ウルボン配筋図（円形配置、正方形配置）

 （2021年4月1日第5版）

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-3-07 引抜き力が生じた場合はどのような納まりになりますか。

             引張定着筋を配置する場合はどのような納まりになりますか。

 ・円形配置の原則は以下とします。
   ①引張定着筋の最小配置本数は4本とします。
   ②引張定着筋の最小配置間隔（ピッチ）は、鉄筋径（公称径）の3.7倍かつシース外径の
     2.5倍とします。
   ③円形配置とした時の鉄筋－鉄筋の直径（Dc）は以下を標準とします（下図参照）。
     絞り有り（ν＝0.7）  ︓Dc＝（杭径D－200）×0.70
         （ν＝0.85）︓Dc＝（杭径D－200）×0.70〜0.90
     絞り無し（ν＝1.0）  ︓Dc＝（杭径D－200）×0.70〜0.90

Q 2-3-08

 引張定着筋はどの様な平面配置になりますか。

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋

絞り有り（ν＝0.7） 絞り有り（ν＝0.85） 絞り無し（ν＝1.0）



  重要です。

  特に、

  の条件が重なると、シース管と主筋のあき寸法が厳しくなります。

 ・引張定着筋のシース管と杭主筋のあき寸法が確保されていることを設計時に確認することが

   ・絞り無し（ν＝1.0）の場合
   ・杭体のかぶり厚さを100㎜超とする場合（例えばオールケーシング工法の場合）
   ・杭主筋に束ね筋を採用する場合

主筋

フープ

シース管 シース管

主筋

フープ

主筋

フープ

シース管 シース管

主筋

フープ

φ2100

かぶり：100mm

主筋：28-28-D29（3.7d=107.3)

フープ：U15

引張定着筋：32-D41（シース管：外径63mm）

φ2100

かぶり：150mm

主筋：32-32-D29（3.7d=107.3)

フープ：U15

引張定着筋：32-D41（シース管：外径63mm）

φ2100

かぶり：100mm

主筋：32-D38（3.7d=140.6)

フープ：U15

引張定着筋：32-D41（シース管：外径63mm）

φ2100

かぶり：150mm

主筋：36-D38（3.7d=140.6)

フープ：U15

引張定着筋：32-D41（シース管：外径63mm）

①説明用標準設定 ②かぶり厚さ大（標準設定に対して）

③束ね筋採用（標準設定に対して） ④束ね筋採用、かぶり厚さ大（標準設定に対して）

179 151

198 172

23
46

1,630 1,630

1,630 1,630

2,100 2,100

2,100 2,100

100 150

100 150

各条件による納まり例



2019.11 策定

【キーワード】

 液状化指数（PL値）・液状化地盤の地表面変位（Dcy値）・液状化・地盤の有効応力解析

 建物-杭－地盤の連成系地盤応答解析

 ・液状化する地盤でも適用できます。

  ただし、杭頭変位が大きく、杭径が増大するためコストメリットが出にくい傾向にありま

  す。液状化の恐れがある地盤に適用する場合は、液状化指数（PL値）または液状化地盤の

  地表面変位（Dcy値）を評価し、本工法の適用性を検討することとします。

  PL値または、Dcy値による本工法の推奨値の範囲を以下に示します。

  上記のPL値またはDcy値を超えた範囲で本工法を適用する場合は、建物－杭－地盤の連成

  系地盤応答解析や地盤の有効応力解析などにより、別途安全性を検討することとなります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.1 軟弱地盤への適用（液状化、杭頭水平変位、杭頭免震など）

Q 2-4-01

 キャプテンパイル工法は、液状化するような地盤でも適用することは可能ですか。
 また、採用のメリットはありますか。

          P L ＞ 2 0

，または

D c y ＞ 2 0   →   原則として適用不可
     20≧PL＞5，または20≧Dcy＞5 → 原則として二次設計必要

設計・施工マニュアル技術資料（P.2）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 多層地盤・地中部曲げモーメント

 ・適用可能です。

  杭頭部の地盤条件が悪い場合でも、杭頭の固定度を調整することで、杭頭部と地中部の曲

  げモーメントを平準化することができます。その結果、杭頭からの曲げ戻しを減らし、基

  礎梁設計用の応力を減少させ基礎梁のコストダウンを行うことや、杭径を小さくすること

  ができる可能性があります。

  また、協会で用意している設計プログラムは多層地盤にも対応したものとなっており、地

  盤剛性を考慮した深度ごとの細かな応力を算出することができます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.1 軟弱地盤への適用（液状化、杭頭水平変位、杭頭免震など）

Q 2-4-02

 杭頭部の地盤条件が悪い場合でも適用可能ですか。
 また、採用のメリットはありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭変位・杭頭接合部の限界回転角

 ・（一財）日本建築センターの一般評定において、杭頭接合部の限界回転角0.04radが規

  定されていますが、変形量に関する制限値は設けていません。キャプテンパイル協会で

  は、下記に示す推奨制限値を目安としておりますが通常の杭の設計と同様に、設計者に

  て適切に設定してください。

   杭頭水平変位の推奨制限値 一次設計︓50mm以下、二次設計︓150mm以下

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月）

 1.1 軟弱地盤への適用（液状化、杭頭水平変位、杭頭免震など）

Q 2-5-01

 杭頭半固定工法では杭頭変位が大きくなると考えられますが、一次設計時の杭頭変位量はどの
 程度を目安にしたら良いですか。
 また、杭頭変位・杭頭回転角の制限値はありますか。

設計・施工マニュアル技術資料（P.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭固定度・杭頭変位量・弾性支承梁理論

 ・キャプテンパイル工法では、固定度が概ね0.3〜0.7程度に変化します。固定度を考慮した

  弾性支承梁理論の式によると、固定度が0.3〜0.7の場合には、従来の杭頭固定工法に対し

  て1.7〜1.3倍程度の変形量となります。

  （杭頭ピンの場合は従来の杭頭固定工法の２倍の変形量となります）

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.4 杭頭固定度評価法

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

・2015年度 キャプテンパイル工法 傾向分析ワーキング

Q 2-5-02

 従来の杭頭固定工法と比較して、キャプテンパイル工法ではどの程度杭頭変位量は大きくなり
 ますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 軟弱地盤・杭頭変位

 ・キャプテンパイル工法と従来の杭頭固定工法を併用する方法があります。

 ・杭頭絞り無しとし、引張定着筋を比較的多く配置するという対処方法があります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 3.4 杭頭固定度評価法

・2013年度 キャプテンパイル工法 設計支援ワーキング

Q 2-5-03

 キャプテンパイル工法において、軟弱地盤における杭頭変位を抑える方法として、杭剛性を高
 める以外にどのような方法がありますか。
 また、軟弱地盤で杭頭変位・杭頭曲げモーメントが大きな場合の対処方法にはどのような方法
 がありますか。

キャプテンパイル工法概念図
設計・施工マニュアル（まえがき）より抜粋

設計・施工マニュアル（1.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 パイルキャップ・ＰＣリング・へり空き

 ・キャプテンパイル工法では、杭頭部にＰＣリングと称する杭径よりも大径の部材を設置す

  るので、パイルキャップの平面寸法は同杭径の従来の杭頭固定工法より大きくなります。

  特に、隅杭などで山留めに近接する杭では、杭偏心の影響等により、ＰＣリングからのか

  ぶり厚さを確保できなくなる場合があるので、注意が必要です。

 ・杭に被すＰＣリングは杭ではないので、杭の最小配置間隔判定には杭径を用いることとし

  ます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 2.2 PCリング仕様

・キャプテンパイル工法基準図（1）､（2）（2018年10月1日第4版）

             パイルキャップの設計は従来の杭頭固定工法と同様ですか。 

Q 2-6-01

 パイルキャップの寸法は、従来の杭頭固定工法の場合と同じで問題ありませんか。
 また、杭の最小間隔が規定されていますが、ＰＣリングを杭とみなす必要はありますか。

・関連Ｑ＆Ａ︓Q2-6-02 2本打ち、3本打ち杭は可能ですか。また、その場合の杭芯間隔や

キャプテンパイル工法基準図より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 パイルキャップ・ＰＣリング・へり空き

 ・可能です。

  ただし、杭頭回転剛性が軸力に依存することから、同一基礎で杭負担軸力が異なる場合は、

  杭頭回転剛性に留意する必要があります。

  杭芯間隔やパイルキャップの設計は、従来の杭頭固定工法と同様に行えますが、パイルキャ

  ップのへり空きをＰＣリング外面から確保する必要があります。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 2.2 ＰＣリング仕様

・キャプテンパイル工法基準図（1）､（2）（2018年10月1日第4版）

・関連Ｑ＆Ａ︓Q2-6-01 パイルキャップの寸法は、従来の杭頭固定工法の場合と同じで問題あ

             りませんか。また、杭の最小間隔が規定されていますが、PCリング

             を杭とみなす必要はありますか。

Q 2-6-02

 ２本打ち、３本打ち杭は可能ですか。
 また、その場合の杭芯間隔やパイルキャップの設計は従来の杭頭固定工法と同様ですか。

キャプテンパイル工法基準図より抜粋



2022.11 策定

【キーワード】

 パイルキャップ・ＰＣリング

 ・ＰＣリング周面には緩衝材を設置しており、杭頭の回転拘束への影響は小さいと考えられるた

  め、施工のしやすさから下図着色（黄色）部分はパイルキャップコンクリートと同時に打設す

  ることが一般的な施工方法とされております。また当該範囲のコンクリートの有無について、

  評定上の規定は特段設けておりませんが、妥当性は各設計者によって適切に判断して下さい。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法基準図 (2) ＰＣリング納まり詳細図

 （2021年4月1日バージョン）

Q 2-6-03

 ＰＣリングの側面緩衝材より外側の部分にコンクリートを打設しても良いですか。

パイルキャップ下端

側面緩衝材

キャプテンパイル工法基準図(2)より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 基礎梁・外部コア

 

 ・キャプテンパイル工法は杭頭を半固定とするものであり、杭頭モーメントが発生する為、

  杭頭の曲げ戻しモーメントを処理できる部材（基礎梁など）を配置することが、本工法の

  適用条件となっておりますが、基礎梁が片方向に無い場合でも、曲げモーメントを処理で

  きれば採用可能です。

 ・正負加力方向毎の軸力変動によって、杭頭固定度、杭の負担せん断力や杭頭曲げモーメン

  トが一定ではないため、加力方向毎に基礎梁の検討が必要です。

 ・固定度が小さい杭は、逆方向加力時に固定度が大きくなり、応力が大きくなる場合がある

  ため、杭体だけでなく基礎梁の設計においても確認が必要です。

［参考文献、WG活動］

・2009年度 キャプテンパイル工法 普及促進ワーキング

Q 2-7-01

 ＥＶや階段下のように片方向に地中梁が無い場合も採用可能ですか。
 また、正負各方向毎に基礎梁の検討が必要ですか。



2019.11 策定

【キーワード】

 コスト低減効果・メリット

 

 ・効果の程度は条件によって異なるので一概に言えませんが、協会で実施した試設計では

  杭頭半固定の効果により基礎梁が2割程度、合理的に設計できたという例もありました。

 ・試設計の概要（試設計は、仮想建物を想定して実施。）

  建物規模 ︓RC造、地上15階の共同住宅

  平面形状 ︓X方向 32.5m（約6.5m×5スパン）、Y方向 12.0m（1スパン）

  架構形式 ︓X方向 ・ラーメン構造、Y方向・耐震壁付ラーメン構造

  杭工法  ︓場所打ち鋼管コンクリート杭、場所打ちコンクリート杭、

        キャプテンパイル工法

  杭長   ︓40ｍ

  地盤   ︓Eo=7000 kN/m2

［参考文献、WG活動］

・2012年度 キャプテンパイル工法 フーチング、基礎梁コスト低減効果確認ワーキング

Q 2-7-02

 杭頭が半固定になることで、基礎梁への曲げ戻しも低減されると考えられますが、その効果は
 どの程度ですか。

2012年度・フーチング、基礎梁コスト低減効果確認ワーキング資料より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭部せん断補強筋・ウルボンスパイラル筋

 

 ・本工法の杭頭部は一般の工法と比較して杭頭曲げモーメントが小さくなる事から、杭径

  を細くする事も可能です。しかし、杭径を細くすると、せん断に対しては、せん断補強

  筋の依存度が相対的に大きくなります。その為、杭頭から5.0Dの範囲のせん断補強筋は、

  原則としてウルボンスパイラル筋を用います。

  また、杭頭から1.0Ｄの範囲については、コンクリートを十分に拘束する意味合いから

  密に配筋する仕様としています。杭頭から1.0Dを除くその下部4.0Dの範囲については

  許容応力度設計のみとしたケースに限り、ウルボン材又はSD材とする事ができます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.4 杭頭部形状・補強仕様

Q 2-8-01

 杭頭部のせん断補強の考え方（１Ｄ、４Ｄ）について教えてください。
 また、杭頭部にウルボン筋を必ず使用しなければならないのですか。

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭部せん断補強筋

 

 ・絞り部に接する杭体コンクリートの健全性を確保する為に、杭頭１Dの範囲は十分に拘束

  する必要があります。

  杭頭から1.0D（D︓杭径）の範囲については、せん断補強と軸拘束の補強を兼ねて、実験

  結果から、せん断補強筋(ウルボン)を pw≧0.15％ かつ ピッチ100mm以下とする構造規

  定としています。

 ・評定取得条件である為、この杭頭１Ｄのせん断補強筋（ウルボン）の規定を外れてキャプ

  テンパイル工法を使用する事はできません。

  但し、場所打ち鋼管コンクリート杭にキャプテンパイル工法を用いる場合は、杭頭部の鋼

  管による拘束効果が見込める為、その限りではありません。

［参考文献、WG活動］

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ1-2-06 場所打ち鋼管コンクリート杭にキャプテンパイル工法を採用した場

             合の効果や留意点はどのようなものですか。

Q 2-8-02

 設計・施工マニュアルにおける、杭頭１Ｄのせん断補強筋（ウルボン）の規定は、どのような
 根拠によるものですか。
 また、その規定を外れてキャプテンパイル工法を使用する事はできますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 ウルボンスパイラル筋納期

 

 ・ご注文明細決定後、２〜3週間程度［※］で納入します。

  尚、ウルボン径Ｕ15、Ｕ17については事前に高周波熱錬(株)までご相談ください。

  ※ 上記は、高周波熱錬(株)の2019.03現在の納入状況の目安です。

    納期は、状況により変動致しますので、ご検討の際には、直接お問合せ頂く事を

    お勧め致します。

［参考文献、WG活動］

Q 2-8-03

 ウルボンスパイラル筋の納期を教えてください。



2019.11 策定

【キーワード】

 設計ソフト・キャプテンパイル工法設計プログラム・会員会社・第三者利用・販売

 

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムは、キャプテンパイル協会に加盟する正会員会社、

  準会員会社、賛助会員会社、特別協賛会社については無償で利用することができます。

  また設計プログラムは、一般利用者向けに販売しておりませんが、協会加盟会社以外の第

  三者が使用を希望する場合、キャプテンパイル協会が定める「設計プログラム使用規定」

  に基づき、設計プログラム貸与覚書の締結を行い、無償にて貸し出しを行っております。

  ※第三者が使用できるキャプテンパイル工法の杭径は８００ｍｍ以上２５００ｍｍ以下

   となります。

  ※ご依頼により当該物件に対する工法有効性の事前検討を協会にて実施し、結果（杭断面

   等技術的内容のみ）を回答しております。

［参考文献、WG活動］

・協会HP/設計プログラム使用規定︓http://www.cepia.biz/use/

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-02 検討を行ったことがないのですが、検討は専用のソフトもしくはエ

             クセル等でできますか。

Q 2-9-01

 設計ソフトは誰でも利用できますか、販売されていますか。

設計プログラム貸与覚書

キャプテンパイル協会ホームページより引用



2019.11 策定

【キーワード】

 設計ソフト・キャプテンパイル工法設計プログラム・解説書

 

 ・キャプテンパイル工法の設計にあたり、協会ではキャプテンパイル工法設計プログラムを

  用意しております。本プログラムは、①キャプテンパイル工法による杭の設計、②キャプ

  テンパイル工法（自動断面算定）、③固定度－せん断力関係の算定の三つの計算を行うこ

  とができます。

  本プログラムは、水平方向に対する検討を主に扱いますので、杭支持力の算定、基礎フー

  チングの設計、その他必要事項は、設計者にて別途行うことが必要です。

  設計にあたっては、キャプテンパイル協会・キャプテンパイル工法設計プログラム解説書

  を準備しておりますので、参考にしてください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計プログラム解説書（2012/08/20版） 9.1 概要

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-01 設計ソフトは誰でも利用できますか、販売されていますか。

Q 2-9-02

 検討を行ったことがないのですが、検討は専用のソフトもしくはエクセル等でできますか。

設計プログラム解説書 計算フロー（検討内容） 断面算定事例

キャプテンパイル工法設計プログラム解説書（9.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 水平地盤反力係数・地盤非線形性・設計プログラム

 

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムでは、地盤の非線形性について、非線形性を考慮し

  ない場合、考慮する場合、短期検討時に考慮しない場合・終局検討時に考慮する場合の３

  パターンを選択することが可能です。

  また、非線形性を考慮する場合の杭水平変位について、1mm以上で考慮、10mm以上で

  考慮の２パターンを選択することができます。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計プログラム解説書（2012/08/20版） 4.3 基本事項(2)の入力

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ3-1-07 杭頭変位の許容範囲はありますか。

             また、変位によるkhの非線形性の考慮をプログラム内で行っていま

             すか。

Q 2-9-03

 プログラムでは杭水平変位による水平地盤反力係数khの非線形性の考慮を行っていますか。

地盤非線形性の選択

キャプテンパイル工法設計プログラム解説書（4.3）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭モーメント・キャプテンパイル工法設計プログラム・一貫計算・ＣＳＶ

 

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムでは、市販されている構造計算ソフトで可能な杭検討

  時に得られた杭頭モーメントを一貫計算と直接的に連動して計算することはできません。

  本プログラムでは、キャプテンパイル工法における杭の検討で得られた各種応力算定結果等

  をＣＳＶファイル形式に出力することが可能です。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法設計プログラム

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-02 検討を行ったことがないのですが、検討は専用のソフトもしくはエ

             クセル等でできますか。

Q 2-9-04

 キャプテンパイル工法設計プログラムで得た杭頭曲げモーメントを一貫計算に転送できません
 か。

ＣＳＶファイル形式への出力

キャプテンパイル工法設計プログラムより引用



2019.11 策定

【キーワード】

 鋼管・場所打ち鋼管コンクリート杭・設計プログラム

 

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムは、場所打ち鋼管コンクリート杭を対象とした構成

  にはなっておりませんが、プログラム内で杭剛性を直接入力することが可能です。

  設計手法の一例になりますが、場所打ち鋼管コンクリート杭の剛性を別途評価し、本機能

  を利用することで応力計算、杭頭接合部等の検討を本プログラムで行い、断面算定などの

  検討は別プログラムを用いるなどが考えられます。

  ※設計手法の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

 ・2019年9月現在、当協会の賛助会員である（株）タカミヤがキャプテンパイル工法、キャ

  プリングパイル工法を採用した杭基礎設計用プログラムの開発を進めております。

  当プログラムは、場所打ち鋼管コンクリート杭の検討を含む設計プログラムとして開発中

  ですので参考にしてください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法設計プログラム

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-04 キャプテンパイル工法設計プログラムで得た杭頭曲げモーメントを

             一貫計算に転送できませんか。

Q 2-9-05

 場所打ち鋼管コンクリート杭に適用できる設計プログラムはありますか。

杭剛性（K）の入力例

キャプテンパイル工法設計プログラムより引用



2019.11 策定

【キーワード】

 適用範囲・評定・質疑回答例・審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 

 キャプテンパイル工法について、評定を取得した際の適用範囲を以下としております。

 ・対象とする建物︓本工法を採用する場合の建物用途・規模等についての制限は特にない。

 ・杭種︓場所打ちコンクリート杭 及び 場所打ち鋼管コンクリート杭

 ・杭径︓800mm〜3000mm ※本会員以外は、杭径800ｍｍ〜2500ｍｍ

 ・他工法との併用︓同一建物の杭頭工法として、本工法と杭頭固定工法を併用できる

 評定書の他、キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル、同・技術資料等に本工法

 に関する解説が記載されておりますので、設計を行う際の参考にして下さい。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 付_評定書

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ3-1-03 使用しているコンクリート強度と鉄筋（SD490・SBPD1275/1420）

             の適用制限、及びSD490鉄筋の定着について説明してください。

Q 3-1-01

 キャプテンパイル工法の適用範囲について、審査機関、ディベロッパーへ回答する際に参考と
 なる資料はありますか。

設計・施工マニュアル（付 評定書）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 45度加力・質疑回答例・審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 

  当協会内で情報共有している回答事例はありませんが、ご質問の意図より以下の内容が考

  えられます。   

 ・「2015年版建築物の構造関係技術基準解説書」にある４本柱等の冗長性の低い建築物に

  対する応力の割増しに関して、斜め45度方向加力にて検討を行うなどの記載があります

  が、キャプテンパイル工法も同様に、建物形状によってはＸＹ方向加力に加えて別途安全

  性を検証する必要があると考えられます。

  キャプテンパイル工法における杭頭固定度は、軸力による影響を受けて変化するため、変

  動軸力が大きくなることが想定される場合には注意が必要であり、引張軸力は引張定着筋

  のみで抵抗するため、建物の特性に応じて、斜め45度方向加力や設計用せん断力を割増し

  て検討を行うなど、適切に判断する必要があると考えられます。

  ※注意︓回答・検討方法の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

［参考文献、WG活動］

・2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書 P.323

Q 3-1-02

 45度方向加力に対して出隅・入隅柱および杭の安全性について、審査機関、ディベロッパーに
 回答した事例はありますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 コンクリート強度・鉄筋種別・適用制限・SD490・SBPD1275/1420・定着・質疑回答例

 審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 ・キャプテンパイル工法の使用材料は、基礎部および杭体コンクリート︓Fc≧21N/㎜2、引張

  定着筋︓SD390､SD490､SD685の使用が可能です。また、杭頭部１Ｄのせん断補強材とし

  て、ウルボンスパイラル筋(SBPD1275/1420)の使用が前提となっております。

  定着鉄筋SD490(D41)の定着長さについては、「キャプテンパイル工法 設計・施工マニュ

  アル」に準拠し、下式により算出しております。

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 1.2 適用範囲、2.1 使用材料および材料強度、2.3 引張定着筋仕様

・2011年度 キャプテンパイル工法 高強度鉄筋を用いた場所打ち杭ワーキング

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ3-1-01 キャプテンパイル工法の適用範囲について、審査機関、ディベロッ

             パーへ回答する際に参考となる資料はありますか。

Q 3-1-03

 使用しているコンクリート強度と鉄筋（SD490・SBPD1275/1420）の適用制限、及びSD490
 鉄筋の定着について説明してください。

設計施工マニュアル（2.3）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 P-δ効果・杭頭変位・質疑回答例・協会会員からの質疑

 

 【ある設計者の回答事例】

 ・建築基準法をはじめ、本協会設計マニュアルにおいても、P-δ効果を考慮すべき明確な基

  準はありませんが、軟弱地盤等で杭頭部の水平変位が大きく、その影響が無視できない場

  合は、P-δ効果による付加応力がどの程度生じるかを把握することが望ましいと考えられ

  ます。

  例えば、杭長Ｌに対する変形角（δ/L）が大きい場合、杭径に対する杭頭変位量が大きい

  場合、杭あたりの負担軸力や水平力が大きい場合など、基礎部材に対する影響度合いを考

  慮して、断面に余裕度を確保するなど、建物の特性に応じて検討することが考えられます｡

  キャプテンパイル協会では杭頭水平変位の推奨制限値の目安を設けておりますが、当該数

  値以下であればＰ-δ効果の影響を考慮する必要性は低いと考えられます。

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

      

［参考文献、WG活動］

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-5-01 杭頭半固定工法では杭頭変位が大きくなると考えられますが、一次

             設計時の杭頭変位量はどの程度を目安にしたら良いですか。また、

             杭頭変位・杭頭回転角の制限値はありますか。      

Q 3-1-04

 杭頭変位が大きい場合、P-δ効果を考慮する必要はありませんか。



2019.11 策定

【キーワード】

 シース・フラットバー・質疑回答例・審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 

 【ある設計者の回答事例】

 ・シース取付用のフラットバーは仮設材のため規定値を設けておりませんが、杭体コンクリ

  ートの硬化後、引張定着筋を挿入、設置するため、コンクリートの側圧等に対して移動し

  ないように、最低限シースの上端部、中間部、下端部に固定するものとしております。

      

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版） 4.1 施工要領

Q 3-1-05

 シース取り付け用フラットバーの取り付けピッチに規定値を設けていますか。

シース用フラットバー

補強フレーム（写真）

補強フレーム

設計・施工マニュアル（4.1）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 絞り係数・杭頭接合部・質疑回答例・審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 

 【ある設計者の回答事例】

 ・絞り係数は、0.70、0.85を標準として、1.00〜0.70の範囲で設定することが可能です。

  絞り係数の下限値を0.70とした根拠は、絞り係数ν＝0.7（＝Dt/D, Dt︓杭頭部縮小断面

  の直径、Ｄ︓杭体断面の直径）の条件で、支圧効果によるコンクリート強度上昇が十分発

  揮され、必要とする耐力を確保できたことによります。

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

      

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル（2016年4月1日第4版）

 2.4 杭頭部形状・補強仕様

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ3-1-01 キャプテンパイル工法の適用範囲について、審査機関、ディベロッ

             パーへ回答する際に参考となる資料はありますか。

Q 3-1-06

 杭頭接合部径の絞り係数の適用範囲を示してください。

杭頭接合部標準断面形状

設計・施工マニュアル（2.4）より抜粋



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭変位・許容範囲・非線形・地盤反力係数kh・質疑回答例・審査機関質疑・

 ディベロッパー質疑

 【ある設計者の回答事例】

 ・本工法の杭頭限界回転角は、（一財）日本建築センターの一般評定において0.04rad 以下

  とすることが規定されていますが、水平変位に関する制限値は設けられておりません。

  各種基準・指針類においても、一般に水平変位に関する制限値はなく、建物の要求性能な

  どを考慮して設計者が水平変位を評価するものとされております。

  本工法が実際の建物に適用されてから、まだ多くの地震を経験していないことなども考慮

  し、以下の水平変位の推奨制限値を設けることとしております。

  杭頭回転特性は、設計・施工マニュアル（2016年4月1日 第4版）3.4杭頭固定度固定度

  評価法（3-16）により杭頭曲げモーメントMpと回転角θpの関係図より評価します。

   杭頭水平変位の推奨制限値  一次設計︓50mm 以下、二次設計︓150mm 以下

 ・キャプテンパイル工法設計プログラムでは、地盤の非線形性について、非線形性を考慮し

  ない場合、考慮する場合、短期検討時に考慮しない場合・終局検討時に考慮する場合の３

  パターンを選択することが可能です。

  また、非線形性を考慮する場合の地盤変位について、1mm以上で考慮、10mm以上で考

  慮の２パターンを選択することができます。

      

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

［参考文献、WG活動］

・キャプテンパイル工法 設計・施工マニュアル技術資料（2008年10月） 1.1 軟弱地盤への適用

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-5-01 杭頭半固定工法では杭頭変位が大きくなると考えられますが、一次

             設計時の杭頭変位量はどの程度を目安にしたら良いですか。また、

             杭頭変位・杭頭回転角の制限値はありますか。      

・関連Ｑ＆Ａ︓Ｑ2-9-03 プログラムでは杭水平変位による水平地盤反力係数khの非線形性の

             考慮を行っていますか。

Q 3-1-07

 杭頭変位の許容範囲はありますか。
 また、変位によるkhの非線形性の考慮をプログラム内で行っていますか。



2019.11 策定

【キーワード】

 杭頭曲げモーメント低減率・質疑回答例・審査機関質疑・ディベロッパー質疑

 

 ・引張定着筋を配置した場合、杭頭部では引張定着筋と杭体主筋の重なりによって鉄筋比が

  増大し、当該部分では充分な曲げ耐力を有することになります。

  そこで杭頭部の断面算定において、引張定着筋を配置した場合、設計者が任意に杭頭曲げ

  モーメントを低減してよいこととしており、その根拠は「場所打ち杭用杭頭半固定工法の

  開発その7杭頭主筋算定用曲げモーメント」に示されております。

  ※注意︓回答の妥当性は、設計者によって適切に判断してください。

      

［参考文献、WG活動］

・2006年度 日本建築学会大会学術講演梗概集

 場所打ち杭用半固定工法の開発 その７ 杭頭主筋算定用曲げモーメント

Q 3-1-08

 杭頭曲げモーメント低減率0.85の根拠を示してください。

2006年度 日本建築学会大会学術講演梗概集

場所打ち杭用半固定工法の開発 その７ 杭頭主筋算定用曲げモーメントより引用
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